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ふるさとの街・探訪記

川の恵みを受けながら、
歴史を刻む可児市
エリア・リポート
・用水事業の歴史と変遷
・水辺の景観を守る、多彩なプロジェクト

気ままにJOURNEY

歴史のロマンが漂う
可児市は、爛漫の春
歴史ドキュメント
御手伝普請における幕府の組織とその役割
TALK&TALK

御手伝普請の実情
民話の小箱
船着き観音

岐阜県可児市木曽川文庫は治水の資料館。
水の大切さや恐ろしさを歴史から学び、
これからの治水を皆様とともに考えていきたいと思っています。
春号は、木曽川と可児川とともに成長した可児市から
その歴史や用水事業を中心に、
歴史ドキュメントでは、御手伝普請を特集します。



り
、そ
れ
ら
か
ら
住
居
跡
や
土
器
・
石
器
が

出
土
し
て
い
ま
す
。

享
保
一
八
年（
一
七
三
三
）、柿
下
で
発
見

さ
れ
た
と
さ
れ
る
銅
鐸
は
、近
畿
式
銅
鐸
の

典
型
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

古
墳
期
の
一
大
中
心
地

可
児
市
は
古
墳
集
中
分
布
地
域
で
、か
つ

て
は
数
百
基
の
古
墳
が
分
布
し
て
い
た
と
い

わ
れ
て
お
り
、現
在
で
も
数
十
基
が
存
在
し

て
い
ま
す
。

長
塚
古
墳
は
四
世
紀
に
築
造
さ
れ
た
全
長

約
七
二
ｍ
の
前
方
後
円
墳
で
、墳
丘
の
ま
わ

り
に
は
幅
二
五
ｍ
の
周
溝
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。七
世
紀
築
造
の
川
合
次
郎

兵
衛
塚
一
号
墳
は
、県
下
最
大
級
の
方
墳
で

す
。昭
和
五
二
年（
一
九
七
七
）、柿
田
で
発
見

さ
れ
た
馬
乗
洞
古
窯
か
ら
は
、七
世
紀
初
頭

か
ら
中
期
の
杯
が
多
数
出
土
し
、古
代
窯
業

を
理
解
す
る
上
で
、貴
重
な
遺
物
と
な
っ
て
い

ま
す
。

泳
宮
行
幸
の
伝
説

久
々
利
地
内
に
残
る
泳
宮

く
く
り
の
み
や

の
古
跡
は
、
景

ふ
る
さ
と
の
街
・
探
訪
記

1

木
曽
川
や
可
児
川
、久
々
利
川
が
流
れ
る
可
児
市
は
、

数
百
基
の
古
墳
が
分
布
す
る
美
濃
の
一
大
中
心
地
で

し
た
。
古
代
初
期
か
ら
水
田
中
心
の
農
耕
が
行
わ
れ
、

承
久
の
乱
で
は
、合
戦
の
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。
江
戸

時
代
に
は
、木
曽
衆
の
宗
家
千
村
家
が
屋
敷
を
構
え
、

木
曽
川
の
水
運
も
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。
昭
和
に
な

る
と
今
渡
ダ
ム
が
完
成
。
平
成
一
七
年
に
は
、兼
山
町

と
合
併
し
、新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

行
天
皇
が
美
濃
へ

行
幸
し
た
折
に
設

置
し
た
仮
宮
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
書
紀
に
よ
れ

ば
、天
皇
は
滞
在
中
、

地
元
の
豪
族
、八
坂

入
彦
命
の
娘
を
妃

に
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
記

述
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、こ
の
地
区
に
は

ご
く
最
近
ま
で
条
里
制
の
遺
構
が
見
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、古
代
初
期
に
は
、水
田
中
心
の
農

耕
が
広
く
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

「
和
名
類
聚
抄
」に
よ
れ
ば
、可
児
郡
七
郷

の
う
ち
、郡
家

ぐ

ん

け

・
亘
理

わ

た

り

・
大
井
・
矢
集

や

つ

め

の
四
郷

が
可
児
市
に
比
定
さ
れ
ま
す
。平
安
中
期
以

降
は
、明
知
・
帷
子

か
た
び
ら

・
荏
戸

え

ど

・
久
々
利
・
大
井
戸

な
ど
の
荘
園
・
郷
が
成
立
し
ま
し
た
。

群
雄
割
拠
し
た
戦
国
時
代

承
久
三
年（
一
二
二
一
）、後
鳥
羽
上
皇
が

鎌
倉
幕
府
倒
幕
の
兵
を
挙
げ
た
承
久
の
乱

は
、美
濃
国
で
は
、大
井
戸
の
渡
し（
可
児
市

土
田
）で
火
ぶ
た
を
切
っ
て
い
ま
す
。

業
・
金
属
等
の
工
業
が
発
達
し
て
い
ま
す
。

柿
下
の
銅
鐸

木
曽
川
と
可
児
川
と
の
合
流
点
の
左
岸
に

あ
る
北
裏
遺
跡
か
ら
、先
土
器
末
期
の
有
舌

尖
頭
器
が
採
集
さ
れ
て
い
ま
す
。縄
文
遺
跡

は
一
一
ヵ
所
、

弥
生
遺
跡
は
、

北
裏
遺
跡
な

ど
五
ヵ
所
あ

可児市 可児市 

川
の
恵
み
を
受
け
な
が
ら
、

歴
史
を
刻
む
可
児
市

可
児
市
の
地
形

岐
阜
県
の
南
東
部
・
木
曽
川
左
岸
に
位
置

し
、市
の
中
心
部
は
美
濃
加
茂
盆
地
の
一
部

を
な
す
平
坦
地
で
、可
児
川
沿
い
に
三
段
の

河
岸
段
丘
を
形
成
し
て
い
ま
す
。こ
の
平
坦

地
の
西
に
は
鳩
吹
山
、南
に
は
標
高
二
百
ｍ

前
後
の
丘
陵
性
の
山
々
、東
に
は
浅
間
山
が

あ
り
ま
す
。

河
川
は
、国
定
公
園
・
鬼
岩
を
源
流
と
し
、

市
の
や
や
北
側
を
東
か
ら
西
に
流
れ
る
可
児

川
、大
森
川
・
姫
川
を
集
め
て
市
の
ほ
ぼ
中

央
を
東
西
に
流
れ
る
久
々
利
川
が
あ
り
、可

児
川
は
市
の
ほ
ぼ
中
央
付
近
で
久
々
利
川
を

合
流
し
て
木
曽
川
に

注
い
で
い
ま
す
。

可
児
市
は
名
古
屋

市
及
び
岐
阜
市
か
ら

三
〇
d

圏
内
に
あ

り
、南
部
は
県
下
最

大
級
の
工
業
団
地
。

中
部
工
業
地
帯
の
周

辺
部
と
し
て
電
気
機

器
・
輸
送
用
機
器
・
窯

岐阜県 
多治見市 

木曽川 

久々利川 

愛知用
水 

姫
川 

可児
川 

可児
川 

大
森
川 

美濃加茂市 

犬山市 
愛知県 

岐阜県 
坂祝町 御嵩町 

土岐市 

可児 可児 新可児 

西帷子 

土田 

今渡 今渡 

明智 

川合 

川合大橋 

小ぶちダム 

今渡ダム 今渡ダム 

下恵土 
瀬田 

広見 

（
バ
イ
パ
ス
） 

柿田 柿田 

柿下 

今 
塩河 

下切 
大萱 

兼山 

羽崎 

Ｊ
Ｒ
太
多
線 

東
海
環
状
自
動
車
道 

中恵土 中恵土 

名鉄
広見
線 

東帷子 

長坂 

41

21

248

248

鳩吹山 

古城山 

浅間山 

久々利 久々利 

銅鐸（県重文）

泳宮古跡

三
重
県 

川 

長 

根 

尾 

川 

良 

川 

愛知県 
揖 

斐 

岐阜県 

伊勢湾 

可
児
市 木 

曽 

川 

木 曽 川 



ふ
る
さ
と
の
街
・
探
訪
記
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と
い
わ
れ
る
長
山
城（
明
智
城
）が
あ
り
、弘

治
二
年（
一
五
五
六
）、斉
藤
義
龍
に
攻
略
さ

れ
る
ま
で
、明
智
氏
の
居
城
だ
っ
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

兼
山
町
の
古
城
山
の
頂
上
に
あ
る
烏
峰

う

ほ

う

城

は
、斉
藤
道
三
の
養
子
・
斉
藤
大
納
言
正
義

に
よ
っ
て
築
か
れ
た
本
格
的
山
城
で
す
。天

文
一
七
年（
一
五
四
八
）斉
藤
正
義
は
、久
々

利
城
主
土
岐
悪
五
郎
に
暗
殺
さ
れ
、城
も
落

と
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

永
禄
八
年（
一
五
六
五
）、織
田
信
長
は
美

濃
進
出
と
と
も
に
、可
児
の
地
を
森
可
成
に

与
え
ま
し
た
。烏
峰
城
の
城
主
と
な
っ
た
可

成
は
、城
の
名
を
金
山
城
と
改
め
、以
後
、長

可
・
忠
政
と
続
く
森
氏
七
代
の
居
城
と
な
り

ま
し
た
。可
成
の
亡
き
後
、そ
の
子
の
長
可
・

蘭
丸
・
坊
丸
・
力
丸
は
い
ず
れ
も
信
長
に
仕

え
、重
用
さ
れ
ま
し

た
。森
蘭
丸
ら
は
本

能
寺
の
変
で
戦
死
。

蘭
丸
が
一
三
歳
ま

で
過
ご
し
た
金
山

城
は
、関
が
原
の
合

戦
後
取
り
壊
さ
れ
、

元
和
五
年（
一
六
一

五
）、こ
の
地
が
尾
張

藩
領
に
な
る
と
、金

山
の
地
名
は
兼
山
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

近
世
の
千
村
氏
支
配

関
が
原
の
合
戦
後
、千
村
氏
を
は
じ
め
と
す

る
木
曽
衆
が
久
々
利
に
、美
濃
国
奉
行
岡
田

善
同
が
姫
の
下
切
に
、慶
長
九
年（
一
六
〇
四
）

に
平
岡
頼
勝

が
徳
野
に
封

じ
ら
れ
、そ

れ
ぞ
れ
屋
敷

を
構
え
ま
し

た
。し
か
し
、

寛
永
八
年

（
一
六
三
一
）

岡
田
氏
が
給

地
替
、承
応

二
年（
一
六

五
三
）平
岡
氏
が
改
易
、寛
文
七
年（
一
六
六

七
）千
村
氏
以
外
の
木
曽
衆
が
名
古
屋
へ
と
移

住
し
、幕
末
ま
で
続
け
て
居
住
し
た
の
は
千
村

氏
の
み
で
し
た
。

千
村
氏
は
信
州
の
出
で
、木
曽
義
仲
の
子
孫

と
い
わ
れ
、木
曽
福
島
の
山
村
家
と
並
び
、木
曽

氏
の
一
族
、旧
士
の
集
団
で
あ
る「
木
曽
衆
」の

宗
家
と
し
て
、重
ん
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

関
が
原
の
合
戦
の
折
、家
康
は
中
山
道
を

西
に
向
か
う
秀
忠
の
軍
を
進
め
る
た
め
に
、木

曽
谷
の
平
定
と
先
導
役
が
必
要
で
し
た
が
、こ

の
役
を
千
村
氏
に
任
命
。戦
後
、家
康
は
そ
の

功
を
賞
し
て
千
村
家
に
四
四
〇
〇
石
を
与
え
、

慶
長
八
年
に
は
信
州
伊
奈
一
万
石
の
代
官
と

遠
州
の
榑
木
奉
行
を
命
じ
て
い
ま
す
。榑
木
奉

行
と
は
、幕
府
直
轄
の
山
林
か
ら
伐
採
さ
れ
る

榑
木（
材
木
）を
管
理
す
る
役
職
で
す
。

元
和
五
年（
一
六
一
五
）、徳
川
家
康
は
木

曽
の
山
と
川
を
尾
張
藩
に
加
封
し
尾
州
領
と

す
る
旨
を
千
村
氏
、山
村
氏
に
伝
え
、尾
張
藩

へ
の
転
属
を
申
し
渡
し
ま
し
た
。こ
の
と
き
、

山
村
氏
は
尾
張
藩
の
家
臣
と
な
り
ま
す
が
、

千
村
氏
は
木
曽
と
隔
た
っ
た
信
州
・
遠
州
に

所
管
地
を
有
す
る
た
め
、固
辞
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
元
和
五
年
、尾
張
藩
主
徳
川
義
直
か

ら
の
強
い
要
望
も
あ
り
、千
村
氏
は
尾
張
藩

に
属
し
ま
し
た
。と
は
い
え
、伊
奈
代
官
、遠

州
榑
木
奉
行
は
従
来
通
り
。幕
府
か
ら
も
江

戸
屋
敷
を
拝
領
し
、大
名
に
準
じ
て
参
勤
交

代
の
義
務
を
負
っ
て
い
ま
し
た
。

千
村
氏
の
幕
藩
二
重
封
臣
と
い
う
特
殊
な

性
格
は
、江
戸
時
代
に
お
い
て
稀
有
な
例
と

い
え
ま
す
。

水
害
と
村
役

久
々
利
川
が
可
児
川
へ
合
流
す
る
付
近
の

下
田
尻
村
や
下
切
村
な
ど
で
は
、毎
年
の
よ

う
に
洪
水
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
し

た
。中
で
も
下
田
尻
村
で
は
、江
戸
初
期
の
石

見
検
地
で
約
高
九
五
石
あ
っ
た
の
が
、明
治

二
年（
一
八
六
九
）に
は
約
六
九
石
に
減
少
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
川
欠
に
よ
る
も
の
で
、村

高
の
四
分
の
一
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

村
で
は
出
水
が
あ
る
と
、そ
の
応
急
修
理

を
村
役
と
し
て
行
い
、川
の
流
れ
の
支
障
と

な
る
流
木
を
拾
っ
た
り
、道
や
橋
な
ど
を
仮

に
架
け
た
り
修
理
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

中
山
道
と
木
曽
川
の
川
湊

近
世
の
交
通
・
運
輸
は
、市
の
北
部
を
東

西
に
走
る
中
山
道
と
木
曽
川
の
水
運
を
軸
と

し
、土
岐
街
道
・
尾
張
街
道
の
主
要
街
道
は

そ
れ
ら
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
。

土
田
宿
は
中
山
道
以
前
か
ら
あ
っ
た
宿
駅

で
、寛
永
一
七
年（
一
六
四
〇
）に
は
木
曽
川

戦
国
末
期
に
な
る
と
、久
々
利
に
土
岐

久
々
利
氏
、瀬
田
付
近
に
土
岐
明
智
氏
、塩
河

し
ゅ
う
が

に
可
児
氏
、今
地
区
に
小
池
氏
、大
森
に
奥
村

氏
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
武
将
が
勢
力
を
競
っ
て

い
た
よ
う
で
す
。中
で
も
久
々
利
の
土
岐
氏

は
、美
濃
の
守
護
の
流
れ
を
汲
む
名
門
で
す
。

応
永
年
間（
一
三
九
四
〜
一
四
二
八
）に
土
岐

三
河
守
行
春
が
久
々
利
城
を
築
城
し
た
よ
う

で
、天
正
一
一
年（
一
五
八
七
）に
至
る
ま
で

約
百
数
十
年
間
、歴

代
城
主
が
土
岐
三
河

守
悪
五
郎
を
名
乗
っ

て
い
ま
し
た
。

久
々
利
城
の
北
西

に
は
、戦
国
武
将
の

明
智
光
秀
出
生
の
地

長山城跡

千村氏屋敷跡

金山城址

可児市空撮

兼山町並み



を
は
さ
ん
だ

対
岸
の
太
田

宿
（
美
濃
加

茂
市
）と
の
合

宿
と
な
り
、利

用
さ
れ
て
い

ま
し
た
。元
禄

七
年
（
一
六

九
四
）
伏
見

宿
の
新
設
で

土
田
宿
は
中

山
道
の
宿
と

し
て
の
使
命

を
終
え
て
い

ま
す
が
、そ
れ
以
後
は
尾
張
藩
の
公
路
・
尾
張

街
道
の
宿
駅
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

木
曽
川
の
川
湊
に
は
、大
脇
湊
、野
市
場

湊
、兼
山
湊
が
あ
り
ま
し
た
。

大
脇
湊
は
、木
曽
川
上
流
筋
に
お
い
て
最
も

早
く
開
か
れ
た
湊
で
す
。そ
の
す
ぐ
上
流
で
可

児
川
が
木
曽
川
に
合
流
し
て
お
り
、こ
の
合
流

地
点
は
、舟
の
運
行
を
阻
害
す
る
最
大
の
難

所
で
し
た
。こ
の
た
め
大
脇
湊
は
、室
町
時
代

末
期
ま
で
木
曽
川
上
流
筋
の
渡
航
終
点
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。

関
が
原
の
合
戦
の
折
に
活
躍
し
た
の
が
、

こ
の
大
脇
湊
で
す
。信
州
上
田
の
真
田
勢
に

悩
ま
さ
れ
た
徳
川
秀
忠
が
、家
康
本
隊
と
合

流
す
べ
く
急
い
で
東
山
道
を
下
っ
た
際
、武

具
類
の
流
送
に
大
脇
湊
を
利
用
。そ
の
恩
賞

と
し
て
、以
後
の
船
役
は
免
除
さ
れ
た
そ
う
で

す
。し
か
し
、そ
の
後
は
、新
興
の
川
湊
に
押
さ

れ
、大
脇
湊
は
衰
退
し
て
い
き
ま
し
た
。

兼
山
湊
は
、室
町
時
代
、斉
藤
正
義
が
烏
峰

城
を
築
城
し
た
頃
か
ら
発
達
し
ま
し
た
。森

長
可
の
時
代
と
な
り
六
斎
市
を
開
き
、塩
の

専
売
業
者
や
商
人
を
城
下
町
に
招
い
て
免
税

の
特
権
を
与
え
る
な
ど
、商
業
振
興
に
力
を

入
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、兼
山
湊
は
、物
資
の

集
散
地
と
し
て
栄
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
慶
長
五
年（
一
六
〇
〇
）、長
可
の
子
忠

政
が
信
州
へ
転
封
さ
れ
る
と
、城
主
の
庇
護
が

な
く
な
っ
た
こ
と
や
、四
d
上
流
に
黒
瀬
湊

（
八
百
津
町
）が
開
か
れ
、兼
山
に
代
わ
っ
て
終

航
地
と
な
っ
た

こ
と
が
影
響

し
、兼
山
湊
は

衰
微
し
て
い
き

ま
し
た
。

野
市
場
湊
の

開
設
は
不
明
で

す
が
、こ
の
湊

が
開
設
さ
れ
る

ま
で
は
、信
州

方
面
か
ら
出
荷
さ
れ
る
京
・
大
阪
向
け
の
物

資
は
、兼
山
湊
か
ら
舟
で
下
流
へ
流
送
さ
れ

て
い
ま
し
た
。し
か
し
、い
つ
の
頃
か
ら
か
兼

山
を
経
由
せ
ず
、中
山
道
を
野
市
場
村
ま
で

運
び
、こ
こ
か
ら
舟
で
流
送
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。元
禄
三
年（
一
六
九
〇
）に
は
、

旗
本
中
川
氏
の
年
貢
米
を
野
市
場
湊
か
ら
江

戸
へ
向
け
て
流
送
し
た
と
い
う
記
録
も
残
さ

れ
て
い
ま
す
。ま
た
、土
岐
郡
の
物
資（
美
濃

焼
物
）を
流
送
し
て
い
た
の
も
、野
市
場
湊
で

す
。野
市
場
の
発
展
は
、黒
瀬
湊
に
よ
っ
て
大

打
撃
を
受
け
て
い
る
兼
山
湊
に
と
っ
て
死
活

問
題
。そ
の
た
め
、兼
山
湊
の
庄
屋
や
船
問
屋

が
陣
屋
に
対
し
て
、
野
市
場
湊
の
発
展
の
影

響
を
受
け
て
困
窮
し
て
い
る
様
子
を
訴
え
ま

す
が
、地
理
的
条
件
を
背
景
に
発
展
し
て
き

た
野
市
場
の
優
位
は
動
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

明
治
以
降
の
交
通
・
運
輸

明
治
以
降
は
、製
糸
業
の
導
入
と
と
も
に
発

展
し
、昭
和
三
〇
年
に
は
可
児
郡
西
部
の
七
ヵ

町
村
が
合
併
し
可
児
町
が
誕
生
、そ
の
後
御
嵩

町
・
姫
治
村
の
一
部
を
編
入
し
ま
し
た
。

交
通
運
輸
は
、明
治
期
中
期
ま
で
木
曽
川

の
水
運
と
中
山
道
が
中
心
で
、今
渡
が
栄
え

て
い
ま
す
。明
治
一
五
年（
一
八
八
三
）、今
渡

銀
行
が
開
設
さ
れ
、加
茂
・
恵
那
の
生
糸
な

ど
の
、横
浜
へ
の
出
荷
の
際
の
荷
為
替
で
活

躍
し
て
い
ま
し
た
が
、明
治
三
三
年（
一
九
〇

〇
）、中
央
線
が
多
治
見
ま
で
開
通
す
る
と
と

も
に
、交
易
の
中
心
は
多
治
見
へ
と
移
行
し
、

次
第
に
衰
え
て
い
き
ま
し
た
。そ
の
後
、広
見

〜
多
治
見
間
の
軽
便
鉄
道
が
開
設
さ
れ
、ま

す
ま
す
物
流
の
拠
点
は
多
治
見
へ
傾
斜
す
る

こ
と
に
。し
か
し
、昭
和
四
三
年（
一
九
六
八
）

頃
よ
り
、名
鉄
の
犬
山
〜
広
見
間
が
複
線
化

さ
れ
、名
古
屋
・
岐
阜
方
面
へ
の
直
通
電
車

が
開
通
す
る
と
、可
児
市
周
辺
の
丘
陵
地
は

住
宅
団
地
が
盛
ん
に
建
設
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、名
古
屋
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
人

口
が
急
増
し
ま
し
た
。

今
渡
ダ
ム
と
今
渡
発
電
所

昭
和
一
四
年（
一
九
三
九
）に
完
成
し
た
今

渡
ダ
ム
は
、木
曽
川
本
川
の
最
も
下
流
に
建

設
さ
れ
た
ダ
ム
で
、木
曽
川
と
飛
騨
川
の
合

流
点
か
ら
直
下
流
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

今
渡
ダ
ム
は
、発
電
・
洪
水
調
節
の
ほ
か
、

上
水
道
・
農
業
用
水
に
利
用
さ
れ
、一
定
流
量

が
毎
秒
二
〇
〇
ｔ
以
下
に
な
ら
な
い
よ
う
に

逆
調
節
の
均
等
放
流
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

今
渡
ダ
ム
下
流
か
ら
犬
山
市
に
か
け
て
は
、

日
本
ラ
イ
ン
と
呼
ば
れ
る
渓
谷
が
続
き
、飛
騨

木
曽
川
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

着
々
と
整
備
が
進
む
可
児
市
は
、昭
和
五

七
年
全
国
六
五
〇
番
目
の
市
と
し
て
市
制
を

施
行
し
ま
し
た
。

平
成
一
七
年
、
兼
山
町
と
合
併
し
人
口
も

一
〇
万
人
を
超
え
、可
茂
地
域
の
拠
点
都
市
と

し
て
発
展
を
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
街
・
探
訪
記
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幻
の
見
渡
田
の
開
墾
開
鑿
事
業

木
曽
川
沿
い
の
河
岸
段
丘
上
に
位
置
す
る

今
渡
・
土
田
地
域
は
、木
曽
川
と
の
比
高
差
が

一
〇
ｍ
ほ
ど
あ
る
た
め
、農
業
用
水
を
木
曽

川
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。し

た
が
っ
て
こ
の
地
域
の
水
田
は
、小
河
川
や
天

水
を
利
用
し
た
溜
池
か
ら
辛
う
じ
て
水
を
引

き
込
む
の
み
。旱
魃
の
被
害
は
多
く
、灌
漑
施

設
の
整
備
は
、地
域
の
悲
願
で
し
た
。

中
で
も
川
合
地
区
は
、
田
に
杭
で
穴
を
開

け
て
苗
を
さ
し
、そ
の
中
に
水
を
入
れ
て
田

植
え
を
行
う「
杭
つ
き
棒
田
植
え
」が
度
々
行

わ
れ
、日
照
り
が
続
い
た
昭
和
一
九
年（
一
九

繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
た
め
、用
水
不
足

を
補
う
大
小
の
溜
池
が
開
発
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、そ
の
数
は
、昭
和
五
三
年（
一
九
七
八
）

時
点
で
一
四
六
ヵ
所
。ほ
と
ん
ど
が
明
治
以

前
に
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。可
児
川
防
災
溜

池
事
業
と
し
て
戦
後
開
発
さ
れ
た
小
渕
溜

池
・
柿
下
溜
池
・
桜
溜
池
を
除
け
ば
、ほ
と
ん

ど
が
近
世
ま
で
に
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。 古

代
か
ら
水
田
が
開
け
た
可
児
市
は
、
木
曽
川
・

可
児
川
・
久
々
利
川
な
ど
が
流
れ
な
が
ら
そ
の
一

方
、久
々
利
川
や
可
児
川
は
度
々
氾
濫
し
、水
害
の

被
害
は
深
刻
で
し
た
。
昭
和
に
な
る
と
、可
児
川
防

災
溜
池
施
設
事
業
や
愛
知
用
水
事
業
な
ど
、
大
事

業
が
本
格
化
。
洪
水
制
御
は
も
ち
ろ
ん
、
農
業
用

水
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

用
水
事
業
の
歴
史
と
変
遷

可児市 
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E
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R
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R

T
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古
代
か
ら
開
け
た
水
田

可
児
市
の
水
田
は
、可
児
川
・
久
々
利
川
・

大
森
川
・
姫
川
・
横
市
川
・
矢
戸
川
・
中
切
川

な
ど
の
各
流
域
と
、今
渡
・
土
田
の
平
坦
地
に

大
別
さ
れ
ま
す
。今
渡
・
土
田
を
除
く
他
の
地

域
は
、い
ず
れ
も
中
小
河
川
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ
た
後
背
湿
地
を
利
用
し
た
水
田
で
あ
り
、

す
で
に
そ
の
一
部
は
、弥
生
後
期
か
ら
古
墳

時
代
に
か
け
開
田
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

八
世
紀
に
は
、久
々
利
・
平
牧
地
区
の

久
々
利
川
流
域
、広
見
東
部
の
可
児
川
流
域

に
条
里
制
的
遺
構
が
見
ら
れ
、こ
れ
ら
は
現

在
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
ぬ
水
田
分
布
を
示
す
こ
と

か
ら
、す
で
に
可
児
川
・
久
々
利
川
か
ら
の
灌

漑
用
水
に
よ
る
耕
作
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

溜
池
の
開
発

水
田
地
帯
を
貫
流
す
る
可
児
・
久
々
利
川

両
川
の
主
要
用
水
は
、図
に
示
す
通
り
で
す
。

し
か
し
、両
川
の
流
量
に
比
し
て
灌
漑
面
積

が
広
く
、日
照
り
が
続
く
と
上
流
と
下
流
、左

岸
と
右
岸
と
で
用
水
を
め
ぐ
っ
て
水
争
い
が

明　知 

可児川流域町域内主要用水名 

1
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顔　戸 2
日下部 3
清　内 4
伊香大井 5

上之井 7
観音田 6

小　井 8

小　井 9
下之井 10
新　井 11
一の井 12
二の井 13

中の井 15
佐　渡 14

十の井 16

渡　瀬 17
大　井 18
三　造 19

下之井 21
伊　川 20

坂　戸 22

木 曽 川  

中郷川 

久々利川 

可 児 川  

可児川・久々利川流域主要用水

柿田遺跡水制遺構

可児川での水生物調査



水
の
完
成
後
、廃
棄
さ
れ
ま
し
た
。

可
児
川
防
災
溜
池
施
設
事
業

可
児
市
の
位
置
す
る
美
濃
加
茂
盆
地
南
部

は
、可
児
川
・
久
々
利
川
を
は
じ
め
と
し
た
中

小
河
川
が
流
れ
、そ
の
多
く
は
河
床
が
高
く
、

屈
曲
が
多
い
こ
と
か
ら
、大
雨
に
際
し
て
急
激

に
出
水
し
、田
畑
に
与
え
る
被
害
は
、毎
年
深

刻
で
し
た
。

明
治
一
四
年（
一
八
八
一
）の
水
害
で
は
可

児
川
が
破
堤
、今
地
区
で
も
今
川
通
り
の
堤
防

が
欠
損
し
、被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

明
治
二
九
年（
一
八
九
六
）七
月
の
集
中
豪

雨
、八
月
の
台
風
、九
月
の
集
中
豪
雨
と
連
続

し
て
、西
南
濃
地
方
に
未
曾
有
の
大
被
害
を
発

生
さ
せ
ま
し
た
。今
地
区
の
奥
池
・
中
池
は
氾

濫
し
て
橋
が
流
失
、可
児
川
の
ほ
と
ん
ど
の
橋

梁
が
流
失
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
水
害
は
毎
年
の
よ
う
に
発
生
し
、

昭
和
九
年
の
室
戸
台
風
、昭
和
三
四
年
の
伊
勢

湾
台
風
で
も
そ
の
被
害
は
、多
大
で
し
た
。

可
児
川
防
災
溜
池
施
設
事
業
は
、こ
れ
ら

の
災
害
を
可
児
川
流
域
上
流
に
九
ヵ
所
の
溜

池
を
新
設
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
洪
水
調
節
す

る
と
と
も
に
、灌
漑
期
の
水
不
足
を
補
う
た

め
の
補
助
水
源
と
し
て
も
活
用
し
よ
う
と
し

た
も
の
で
し
た
。

昭
和
二
三
年
に
工
事
を
開
始
、可
児
市
内

に
は
小
渕
溜
池
、柿
下
溜
池
、桜
溜
池
の
三
ヵ

所
、御
嵩
町
に
、松
野
溜
池
、大
洞
溜
池
、谷
山

溜
池
、真
名
田
溜
池
、比
衣
溜
池
の
五
ヵ
所
、

多
治
見
市
に
大
藪
溜
池
の
合
計
九
ヵ
所
の
溜

池
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

〔
小
渕
溜
池
〕

我
が
国
最
初
の

ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ

ム
と
し
て
、昭
和
二

七
年
に
完
成
し
ま

し
た
。貯
水
量
は
約

五
五
万
k
。築
堤
の

た
め
の
岩
は
、県
道

付
替
え
に
よ
っ
て
採
取
し
た
約
一
万
k
の

岩
石
を
使
用
し
ま
し
た
。小
渕
溜
池
の
完
成

に
よ
り
、下
流
の
水
田
約
三
五
ha
が
潤
い
ま

し
た
。現
在
は
小
渕
た
め
池
公
園
と
し
て
周

囲
に
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
、春
は
桜
や
ツ
ツ

ジ
が
、秋
は
紅
葉

が
美
し
く
、多
く

の
人
々
が
訪
れ
ま

す
。ま
た
、南
側
に

は
木
製
の
吊
り

橋
・
小
渕
橋
が
架

け
ら
れ
、風
情
を

添
え
て
い
ま
す
。

愛
知
用
水
事
業
と
松
野
池
の
建
設

三
万
ha
に
及
ぶ
耕
作
地
の
灌
漑
や
都
市
用

水
の
供
給
を
目
的
に
建
設
さ
れ
た
愛
知
用
水

は
、昭
和
三
六
年
に
完
成
し
ま
し
た
。県
内
で

は
可
児
市
・
御
嵩
町
が
受
益
地
と
な
っ
て
い

ま
す
。

愛
知
用
水
建
設
と
と
も
に
、木
曽
川
上
流

長
野
県
内
に
牧
尾
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
、そ
の

補
助
池
と
し
て
、瑞
浪
市
日
吉
地
区
に
松
野

池
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、昭
和
三
六

年
に
完
成
し
ま
し
た
。松
野
池
の
貯
水
量
は

約
三
三
一
万
k
（
内
洪
水
調
節
約
九
六
万

k
、農
業
用
水
約
二
三
五
万
k
）で
す
。

松
野
池
建
設
計
画
は
す
で
に
戦
前
か
ら
あ

り
、水
不
足
に
悩
む
下
恵
土
方
面
の
灌
漑
を

松
野
池
建
設
に
よ
っ
て
解
決
し
よ
う
と
い
う

も
の
で
し
た
。し
か
し
こ
れ
は
実
現
せ
ず
、そ

の
後
、見
渡
田
開
墾
事
業
計
画
が
持
ち
上
が

り
、下
恵
土
・
中
恵
土
方
面
の
灌
漑
が
さ
れ

よ
う
と
し
ま
し
た
が
、こ
れ
も
戦
争
で
中
止
。

幾
度
と
な
く
計
画
さ
れ
た
松
野
池
の
建
設

は
、昭
和
二
二
年
着
手
の
可
児
川
防
災
事
業

の
開
始
で
よ
う
や
く
具
体
化
し
た
の
で
す
。

す
な
わ
ち
、昭
和
二
八
年
、可
児
川
防
災
溜
池

事
業
と
し
て
工
事
に
着
手
、愛
知
用
水
建
設

が
具
体
化
す
る
と
一
時
中
止
さ
れ
、新
た
に

愛
知
用
水
事
業
の
一
環
と
し
て
、昭
和
三
六

年（
一
九
六
一
）に
完
成
し
ま
し
た
。

可
児
支
線
・
今
渡
支
線
・
川
合
支
線

愛
知
用
水
の
受
益
地
全
域
を
走
る
支
線
延

長
は
、実
に
一
一
三
五
d
。県
内
の
支
線
三
二

d
は
、可
児
支
線
・
今
渡
支
線
・
川
合
支
線
と

呼
ば
れ
、受
益
地
は
、御
嵩
町
伏
見
及
び
可
児

市
中
恵
土
・
下
恵
土
・
今
渡
・
川
合
・
土
田
の

地
域
で
す
。こ
れ
ら
の
地
域
は
、平
坦
で
肥
沃

な
土
地
で
し
た
が
、木
曽
川
・
可
児
川
よ
り
、

一
〇
〜
二
五
ｍ
ほ
ど
高
く
、水
の
便
が
悪
い

た
め
、開
発
が
遅
れ
て
い
ま
し
た
。見
渡
田
開

墾
開
鑿
事
業
で
計
画
さ
れ
た
開
田
も
、こ
の

三
支
線
の
完
成
に
よ
り
目
的
を
達
し
、水
不

足
に
悩
む
灌
漑
一
二
四
・
三
ha
、
畑
へ
の
灌
漑

一
五
三
・
五
ha
、
畑
の
開
発
二
〇
五
・
九
ha
が

改
良
さ
れ
ま
し
た
。
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小渕ため池公園

小渕ダム湖

四
四
）に
は
小
学
校
児
童
を
動
員
し
て
、土
瓶

で
田
に
水
を
入
れ
た
も
の
で
し
た
。

昭
和
一
二
年（
一
九
三
七
）春
、兼
山
町
内

の
木
曽
川
に
兼
山
発
電
所
が
建
設
さ
れ
、こ

の
堰
堤
に
よ
り
水
位
が
二
四
〜
五
ｍ
上
昇
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。当
時
の
今
渡
町
長

は
こ
の
水
位
の
上
昇
を
利
用
す
れ
ば
灌
漑
が

可
能
に
な
る
と
考
え
、昭
和
一
四
年「
見
渡
開

墾
幹
線
開
鑿
組
合
」を
設
立
し
ま
し
た
。こ
の

事
業
は
県
営
と
な
り
、計
画
の
概
要
は
、兼
山

ダ
ム
上
流
の
木
曽
川
左
岸
よ
り
の
水
利
権
を

獲
得
し
、川
合
・
今
渡
・
土
田
地
域
ま
で
用
水

を
敷
設
し
て
通
水
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

着
工
は
昭
和
一
五
年
。し
か
し
第
二
次
世
界

大
戦
の
影
響
で
中
止
。こ
の
事
業
は
愛
知
用

水
事
業
に
引
き
継
が
れ
、実
現
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。今

渡
水
利
組
合

段
丘
上
に
位
置
す
る
川
合
地
区
は
、見
渡

田
開
墾
幹
線
開
鑿
事
業
の
中
止
に
よ
り
、木

曽
川
上
流
か
ら
の
用
水
敷
設
が
不
可
能
に
な

る
と
、ポ
ン
プ
に
よ
る
木
曽
川
の
揚
水
を
計

画
し
ま
し
た
。昭
和
一
四
年
、川
合
地
区
に
今

渡
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
る
と
、水
位
の
上
昇
に

よ
り
約
一
一
ｍ
揚
水
す
る
こ
と
で
、灌
漑
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
事
業
を
進
め
る

た
め
に
川
合
地
区
は
今
渡
地
区
と
と
も
に
、

「
今
渡
水
利
組
合
」を
設
立
。昭
和
二
三
年（
一

九
四
八
）に
着
工
し
、ポ
ン
プ
二
台
を
設
置
し

ま
し
た
。工
事
に
よ
る
受
益
面
積
は
、五
〇
町

歩
。こ
の
組
合
は
、「
可
児
土
地
改
良
区
」の
設

立
と
と
も
に
解
散
し
、揚
水
施
設
も
愛
知
用
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AREA  REPORT

ふ
る
さ
と
の
川
整
備
事
業
―
可
児
川

瑞
浪
市
の
西
方
、日
吉
地
区
の
高
原
地
帯

に
発
す
る
可
児
川
は
、松
野
湖
か
ら
御
嵩
町
を

貫
流
し
、可
児
市
を
縦
断
し
て
木
曽
川
に
合
流

す
る
河
川
で
す
。そ
の
う
ち
、中
心
市
街
地
を

流
れ
る
区
間
は
、可
児
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。

可
児
川
堤
の
桜
並
木
は
美
し
さ
を
競
い
、春

と
も
な
れ
ば
多
く
の
人
々
が
集
い
ま
す
。可
児

川
は
、市
民
の
交
流
の
ス
テ
ー
ジ
。こ
の
大
切
な

ふ
れ
あ
い
の
場
所
を
守
る
た
め
に
、「
ふ
る
さ
と

の
川
」整
備
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、河
川
の
持
つ
治
水
機
能
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、人
と
水
が
親
し
む
空

間
を
創
り
だ
す
こ
と
を
目
的
に
、現
在
の
自

然
環
境
に
配
慮
し
た
川
づ
く
り
を
進
め
る
も

の
で
す
。

〔
多
自
然
型
川
づ
く
り
の
基
本
方
針
〕

①
ま
ち
づ
く
り
と
一
体
と
な
っ
た
安
全
な

川
づ
く
り

未
改
修
の
市
街
地
部
分
の
河
川
改
修
や
洪

水
に
強
い
安
全
な
川
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

②
可
児
川
の
現
状
の

流
れ
を
生
か
し
た
河

川
改
修
の
実
施

蛇
行
し
た
可
児
川

の
瀬
や
淵
の
特
徴
を

生
か
し
た
川
づ
く
り

が
行
わ
れ
、多
く
の
魚
類
が
生
活
で
き
る
水

域
環
境
を
つ
く
り
だ
し
て
い
ま
す
。

③
水
辺
植
物
の
保
全
・
再
生

可
児
川
を
休
息
場
、営
巣
地
と
し
て
い
る

魚
類
、鳥
類
の
た
め
の
水
生
植
物
を
保
全
し

て
い
ま
す
。

④
可
児
川
の
生
物
の
再
生

か
つ
て
可
児
川
に
生
息
し
て
い
た
ホ
タ
ル
の

生
息
環
境
を
再
生
し
て
い
ま
す
。

⑤
自
然
と
共
生
で
き
る
憩
い
の
場
の
創
出

景
観
と
生
物
の

生
息
環
境
に
配
慮

し
た
な
か
で
、市
民

の
河
川
利
用
を
図

り
、自
然
と
の
共
生

を
進
め
て
い
ま
す
。

⑥
河
川
を
利
用
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

可
児
川
を
軸
と
し
て
、連
続
し
た
生
態
系
や

周
辺
の
自
然
環
境
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成

し
て
い
ま
す
。

松
野
湖
ク
リ
ー
ン
作
戦

昭
和
三
六
年
、干
ば
つ
に
苦
し
む
地
域
の

人
々
の
悲
願
が
実
現
し
、松
野
湖
は
完
成
し
ま

し
た
。こ
の
大
切
な
水
瓶
で
あ
る
松
野
湖
と
可

児
川
流
域
の
環
境
保
全
を
促
進
す
る
た
め
、流

域
で
あ
る
瑞
浪
市
・
御
嵩
町
・
可
児
市
の
市
町

や
民
間
団
体
な
ど
が
手
を
取
り
合
っ
て
、「
松
野

湖
と
可
児
川
を
美
し
く
す
る
会
」を
結
成
し

ま
し
た
。

会
の
名
前
に
あ
る
よ
う
に
、主
な
活
動
は
清

掃
や
ご
み
拾
い
で
す
。松
野
湖
周
辺
の
空
き
缶

や
ご
み
拾
い
な
ど
の
清
掃
活
動
を
通
じ
て
参
加

者
全
員
が
自
分
の
足
元
か
ら
環
境
保
全
に
つ

い
て
関
心
を
深
め
、あ
わ
せ
て
参
加
者
相
互
の

ふ
れ
あ
い
の
場
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

め
だ
か
の
楽
校

市
民
グ
ル
ー
プ
が
主
宰
す
る
可
児
市
め
だ

か
の
楽
校
で
は
、春（
四
月
二
九
日
・
み
ど
り
の

日
）と
秋（
一
一
月
二
三
日
・
勤
労
感
謝
の
日
）

に
川
沿
い
を
歩
き
、水
質
調
査
と
水
生
生
物

調
査
を
行
う
川
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
を
開
催
し
て
い

ま
す
。ま
た
、七
月（
海
の
日
）に
は
カ
ワ
ゲ
ラ
ウ

オ
ッ
チ
ン
グ
＆
可
児
市
一
斉
水
質
調
査（
市
内

七
ヵ
所
を
調
査
）、二
月
第
一
土
曜
日
に
は
バ

ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ（
日
本
野
鳥
の
会
と
共

同
）＆
一
日
水
質
調
査
も
行
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、毎
年
二
月
末
に
開
催
さ
れ
る
可
児
市
環

境
フ
ェ
ス
タ
の
参
加
団
体
と
し
て
企
画
・
運
営

の
一
端
を
担
い
、環
境
フ
ェス
タ
に
先
駆
け
て
行

わ
れ
る
可
児
川

一
斉
清
掃
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

市
内
の
小
中

学
校
の
総
合
学

習
へ
の
サ
ポ
ー

ト
も
行
っ
て
い

ま
す
。
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乱
世
が
生
ん
だ
、ロ
マ
ン
の
花

織
田
信
長
の
寵
愛
を
受
け
、本
能
寺
の
変

で
討
死
し
た
戦
国
の
美
少
年
、森
蘭
丸
。信
長

に
反
旗
を
ひ
る
が
え
し
天
下
を
取
っ
た
も
の

の
、無
残
の
最
期
を
遂
げ
た
明
智
光
秀
。戦
国

の
世
を
嵐
の
よ
う
に
駆
け
抜
け
た
武
将
た
ち

の
ド
ラ
マ
は
、こ
こ
可
児
の
地
で
も
生
ま
れ
、天

下
統
一
を
志
し
た
彼
ら
の
生
涯
は
、歴
史
の

一
ペ
ー
ジ
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

彼
ら
が
繰
り
返
し
語
り
継
が
れ
る
の
は
、時

代
を
超
え
て
も
変
わ
る
こ
と
の
な
い
人
間
の
ロ

マ
ン
を
見
る
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
。そ
し
て
可
児

に
は
も
う
ひ
と
つ
、時
代
を
超
え
て
愛
さ
れ
続

け
る
陶
芸
と
い
う
芸
術
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

東
部
の
丘
陵
は
、志
野
、織
部
を
代
表
と
す

る
桃
山
茶
陶
の
発
祥
の
地
。戦
い
に
明
け
暮
れ

た
乱
世
は
、だ
か
ら
こ
そ
こ
う
し
た
素
晴
ら
し

い
芸
術
や
歴
史
を
残
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

可
児
市
へ
は
、名
古
屋
か
ら
も
岐
阜
か
ら
も

名
鉄
を
利
用
す
れ
ば
、約
一
時
間
。戦
国
の
ロ

マ
ン
を
探
し
て
、歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

桃
山
茶
陶
発
祥
の
地

土
と
炎
が
生
み
出
し
た
芸
術
作
品
、そ
れ

が
桃
山
茶
陶
で
す
。志
野
は
、は
ん
な
り
と
白

く
、両
手
で
包
み
込
む
と
、土
の
感
触
が
伝
わ

っ
て
く
る
よ
う
な
温
か
さ
を
感
じ
ま
す
。志
野

が「
静
」の
美
し
さ
な
ら
、織
部
焼
は
、「
動
」の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
さ
。大
胆
な
図
柄
、斬
新
な
カ

タ
チ
が
特
徴
で
す
。

志
野
の
名
の
由
来
は
、室
町
時
代
の
茶
人
、

志
野
宗
心
。彼
が
白
い
茶
碗
を
愛
用
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、江
戸
中
期
に
つ
け
ら
れ
た
名
称
で

す
が
、宗
心
が
実
際
、こ
の
焼
物
を
愛
用
し
た

と
い
う
記
録
は
あ
り
ま
せ
ん
。き
っ
と
宗
心
の

茶
の
精
神
を
愛
す
る
人
々
が
、こ
の
焼
物
を
志

野
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

日
本
的
な
茶
陶
の
代
表
的
な
焼
物
と
し
て

愛
さ
れ
る
志
野
は
、昭
和
に
な
る
ま
で
、瀬
戸

の
作
陶
だ
と
信
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。そ
の
定

説
を
覆
し
た
の
が
、人
間
国
宝
の
陶
芸
家
、故

荒
川
豊
蔵
氏
。志
野
の
土
の
色
が
瀬
戸
に
は

な
い
土
の
色
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、美
濃

の
古
窯
を
歩
き
回

り
、つ
い
に
可
児
市
の

東
部
、大
萱
の
牟
田

洞
で
、志
野
の
破
片

を
掘
り
出
し
て
、志

野
を
は
じ
め
、織
部
な
ど
の
名
品
も
、大
萱
・

大
平
を
中
心
と
す
る
窯
で
焼
成
さ
れ
た
こ
と

を
実
証
し
た
の
で
す
。

大
平
古
窯
跡
群
は
、由
右
衛
門
、清
太
夫
、

山
之
神
、窯
ヶ
根
窯
な
ど
の
諸
窯
跡
が
あ
り
、

志
野
な
ど
の
茶
陶
の
ほ
か
、江
戸
時
代
に
は
日

常
雑
器
な
ど
が
盛
ん
に
焼
か
れ
て
い
ま
し
た
。

中
で
も
、由
右
衛
門
窯
は
、志
野
に
優
れ
て
お

り
、清
太
夫
窯
は
、織
部
に
優
れ
た
作
品
を
残

し
て
い
ま
す
。ま
た
、江
戸
時
代
の
豪
壮
な
石

垣
を
巡
ら
せ
た
窯
元
の
屋
敷
跡
が
、今
で
も

山
中
に
残
っ
て
い
ま
す
。

美
濃
古
窯
跡
中
、古
式
に
属
す
る
と
い
わ

れ
る
浅
間
窯
跡
は
、初
期
の
志
野
の
陶
片
が

出
土
し
た
こ
と
で
有
名
で
す
。

天
正
五
年（
一
五
七
七
）加
藤
源
十
郎
景
成

の
開
窯
と
伝
え
ら
れ
る
大
萱
古
窯
跡
群
は
、

牟
田
洞
窯
を
は
じ
め
重
要
な
窯
跡
が
点
在
す

る
と
こ
ろ
。特
に
牟
田
洞
窯
は
、昭
和
五
年（
一

九
三
〇
）、豊
蔵
氏
の
発
見
に
よ
り
、美
濃
古

窯
跡
調
査
の
端
緒
と
な
り

ま
し
た
。

牟
田
洞
窯
の
隣
に
は
、豊

蔵
資
料
館
が
あ
り
、名
品
の

数
々
を
世
に
送
り
出
し
た

豊
蔵
氏
の
作
品
が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

豊
蔵
氏
の
瀬
戸
黒
は
、見
る
も
の
を
圧
倒
す

る
よ
う
な
迫
力
。陶
器
に
生
涯
を
捧
げ
た
、氏

の
情
熱
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

千
村
氏
の
末
裔
が
語
る
歴
史
の
謎

豊
蔵
資
料
館
を
後
に
車
を
走
ら
せ
る
と
、

久
々
利
千
村
家
の
屋
敷
跡
が
見
え
て
き
ま
す
。

こ
こ
は
木
曽
義
仲
の
流
れ
を
汲
む
千
村
家
の

居
館
だ
っ
た
と
こ
ろ
。幕
臣
で
あ
り
な
が
ら
尾

気
ま
ま
にJOURNEY
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天
下
布
武
を
夢
見
て
、山
や
川
を
駆
け
回
っ
た

戦
国
の
武
将
た
ち
。
時
代
を
超
え
て
な
お
、気
品

を
放
つ
桃
山
茶
陶
の
名
品
た
ち
。

花
々
が
咲
き
誇
る
可
児
市
は
、爛
漫
の
春
。
桜
の

花
び
ら
を
浮
か
べ
た
木
曽
川
は
、美
し
い
時
代
の

ド
ラ
マ
を
見
つ
め
て
い
る
よ
う
で
す
。

歴
史
の
ロ
マ
ン
が
漂
う

可
児
市
は
、爛
漫
の
春

可児市 

可児川と桜

大平古窯跡群

豊蔵資料館



気
ま
ま
にJOURNEY

8

気ままにJOURNEY

◆土田白鬚神社流鏑馬祭◆

天慶3年（940）、平将門追
討の命を受けた平貞盛が戦
勝祈願を行ったのが始まり
といわれている神事です。
神社の参堂を疾走する馬上
から、矢を射る勇壮な武家
絵巻が繰り広げられます。

●お問い合せ● 
◆可児市役所◆ 

〒509-0292 岐阜県可児市広見一丁目1番地 
TEL0574-62-1111　URL/http://www.city.kani.gifu.jp/

●交通のご案内● 
◆名古屋方面からお車をご利用の方 
名古屋市 

国道41号（約60分） 

◆豊田方面からお車をご利用の方 
豊田東IC

伊勢湾岸自動車道・東海環状自動車道（約40分） 

◆名古屋方面から公共交通機関をご利用の方 
名古屋駅 犬山駅 

可
児
市 名鉄犬山線（約30分） 名鉄広見線（約20分） 

可児御嵩IC

張
藩
に
も
仕
え
た
と

い
う
、封
建
時
代
に

は
珍
し
い
家
柄
で
す

が
、そ
の
権
勢
を
物

語
る
よ
う
に
、往
時

は
、講
武
館
、居
館
、

書
院
な
ど
、二
一
棟

の
建
物
を
構
え
て
い
た
よ
う
で
す
。

春
の
優
し
い
風
に
包
ま
れ
て
屋
敷
跡
を
歩

い
て
い
る
と
、作
務
衣
姿
の
木
曽
義
明
さ
ん
に

出
会
い
ま
し
た
。木
曽
さ
ん
は
、千
村
氏
の
子

孫
。明
治
時
代
に
な
り
木
曽
氏
に
改
姓
さ
れ

た
た
め
、現
在
は
木
曽
氏
を
名
乗
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
、世
が
世
な
ら
、話
す
こ
と
も

許
さ
れ
ぬ
お
殿
さ
ま
。屋
敷
跡
を
案
内
し
な

が
ら
、千
村
家
に
つ
い
て
話
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

「
千
村
家
は
ど
う
や

ら
忍
者
の
よ
う
な
役

割
を
し
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。伊
賀
の
忍
者
で

有
名
な
服
部
半
蔵
も
家
康
に
仕
え
て
旗
本
と

な
り
、伊
賀
出
身
の
地
侍
を
召
抱
え
て
編
成

し
た
伊
賀
同
心
を
配
下
に
置
い
た
。同
心
と

は
伊
賀
の
忍
者
で
す
が
、千
村
家
も
同
じ
よ

う
な
任
務
を
負
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
、私

は
考
え
て
い
ま
す
」

決
し
て
歴
史
の
表
舞
台
に
は
現
れ
な
い
、江

戸
時
代
の
裏
の
世
界
。千
村
家
の
菩
提
寺
で
あ

る
東
禅
寺
の
境
内
に
は
、そ
ん
な
時
代
を
見
つ

め
る
か
の
よ
う
に
、初
代
良
重
か
ら
一
一
代
仲

展
ま
で
の
歴
代
当
主
を
中
心
に
し
て
、数
十
基

の
立
派
な
墓
が
立
ち
並
ん
で
い
ま
し
た
。

蘭
丸
の
ふ
る
さ
と
は
爛
漫
の
春

雄
大
な
木
曽
川
を
見
守
る
か
の
よ
う
に
、

古
城
山
の
山
頂
に
築
か
れ
た
金
山
城
は
、森

蘭
丸
の
ふ
る
さ
と
で
す
。森
家
が
国
替
と
な
っ

た
た
め
に
、城
は
解
体
さ
れ
て
一
部
が
犬
山
に

移
築
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、そ
の

◆久々利八幡神社大祭◆

からくり人形や獅子舞が演じられ、2台の山車も繰り出します。

城
址
か
ら
は
、南
・
西
側
に
濃
尾
平
野
と
木
曽

川
が
、北
・
東
面
に
、飛
騨
・
美
濃
の
高
い
山
々

が
連
な
り
、美
し
い
景
色
を
一
望
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。歴
史
に
そ
の
名
を
残
す
美
少
年

は
、一
三
歳
で
信
長
に
仕
え
る
ま
で
、素
晴
ら

し
い
自
然
の
中
で
、健
や
か
に
育
っ
た
の
で
し

ょ
う
。

蘭
丸
ふ
る
里
の
森
は
、飛
騨
木
曽
川
国
定

公
園
の
渓
谷
を
望
む
史
跡
金
山
城
址
の
麓
に

あ
り
ま
す
。開
放
感
あ
ふ
れ
る
広
場
や
自
然

林
を
生
か
し
た
散
歩
道
、千
本
桜
を
は
じ
め

四
季
折
々
の
花
が
咲
き
、小
鳥
や
虫
た
ち
が

遊
ぶ
、そ
し
て
戦
国
の
世
の
歴
史
ロ
マ
ン
を
も

秘
め
た
こ
の
森
は
、

訪
れ
た
人
の
心
に

感
動
と
癒
し
を
与

え
て
く
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

古
城
山
麓
の
眼

前
に
は
、谷
の
両

岸
に
は
奇
岩
怪
石
、

岩
肌
が
連
な
る
木

曽
川
の
兼
山
瀞
が
、

湖
の
よ
う
に
思
え

る
ほ
ど
ゆ
っ
た
り
と

流
れ
て
い
ま
す
。兼

山
瀞
か
ら
下
流
へ

向
か
え
ば
、兼
山
湊
跡
に
。船
着
場
の
石
畳
と

灯
台
が
、往
時
の
に
ぎ
わ
い
を
伝
え
て
い
ま
す
。

歴
史
の
ロ
マ
ン
を
今
に
伝
え
る
可
児
市
は
、

今
、美
し
い
花
々
が
咲
き
競
っ
て
い
ま
す
。

可
児
川
下
流
域
自
然
公
園
で
は
、カ
タ
ク

リ
の
花
が
咲
き
こ
ぼ
れ
、今
渡
の
木
曽
川
岸
で

は
、桜
並
木
が
薄
紅
色
に
空
を
染
め
て
い
ま

す
。「
世
界
一
の
バ
ラ
園
」と
賞
賛
さ
れ
る
花
フ

ェ
ス
タ
記
念
公
園
で
は
、今
か
今
か
と
開
花
の

と
き
を
待
ち
わ
び
て
い
る
よ
う
で
す
。

色
鮮
や
か
な
花
が
咲
き
競
う
可
児
市
は
、

爛
漫
の
春
。花
の
季
節
や
歴
史
ド
ラ
マ
を
求
め

て
、旅
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

木曽川 

可児川 

かに かに 

あけち あけち 

花フェスタ 
記念公園 
花フェスタ 
記念公園 

浅間山 

金山城跡 
（森蘭丸生誕地） 
金山城跡 
（森蘭丸生誕地） 

蘭丸 
ふるさとの森 

可成寺 
（森家の菩提寺） 
可成寺 
（森家の菩提寺） 

ヒトツバタゴ 
自生地 
ヒトツバタゴ 
自生地 

東禅寺 
（千村家の墓所） 
東禅寺 
（千村家の墓所） 

久々利 
八幡神社 
久々利 
八幡神社 

天然温泉 
三峰 
天然温泉 
三峰 

天龍寺 
（明智氏歴代の墓所） 
天龍寺 
（明智氏歴代の墓所） 

明智城跡 
（明智光秀生誕地） 
明智城跡 
（明智光秀生誕地） 

大萱古窯群 

浅間古窯群 

大萱古窯群 

千村家の跡 
（現可児郷土歴史館） 
千村家の跡 
（現可児郷土歴史館） 桃山茶陶 

発祥の地 
桃山茶陶 
発祥の地 

浅間古窯群 

東
海
環
状
自
動
車
道

東
海
環
状
自
動
車
道 

東
海
環
状
自
動
車
道 

Ｊ
Ｒ
太
多
線 

名
鉄
広
見
線

名
鉄
広
見
線 

名
鉄
広
見
線 

鳩吹山 

土田白鬚神社 土田白鬚神社 

日本ライン下り 
乗船場 

美濃加茂IC

可児御嵩IC可児御嵩IC

カタクリの花 
群生地 

21

248

千村家下屋敷の庭園

千村家当主・木曽義明さん

蘭丸ふるさとの森

花フェスタ記念公園

季節を彩る祭事絵巻

毎年4月第１日曜日（市指定無形文化財）

4月16日（市指定無形文化財）

祭情報 ～FESTIVAL INFORMATION～

■ 子守神社大祭・子守神社（中恵土）………………………………3月28日
■ 白鬚神社大祭・白鬚神社（土田）……………………………4月第1日曜日
■ 久々利八幡神社大祭・八幡神社（久々利）…………………………4月9日
■ 川合獅子舞・青木神社（川合）……………………………………4月16日
■ 蘭丸祭・可成寺（兼山）………………………………………6月第1日曜日
■ 光秀供養祭・天竜寺（瀬田） ………………………………………6月上旬
■ 百万遍の町流し・兼山地内 ……………………………7月1日から1週間
■ 石原の提灯まつり・建速神社（西帷子） …………………………7月中旬
■ 洞窟七夕まつり・お千代保稲荷下の洞窟（羽崎） ………………7月中旬
■ 灯籠会・雨宮神社（矢戸）…………………………………………7月21日
■ 輪くぐり・白鬚神社（土田） ………………………………………7月下旬
■ 可児夏まつり・市役所駐車場（広見）…………………8月第2土・日曜日
■ 兼山夏祭・兼山会館ふれあい広場 ………………8月盆に近い土曜日の夜
■ 兼山祭・貴船神社（兼山）…………………………………10月第3日曜日
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村
々
か
ら
の
普
請
の
願
出

宝
暦
治
水

で
有
名
な
薩

摩
藩
に
よ
る

宝
暦
三
年
の

御
手
伝
普
請

で
は
、普
請

の
動
機
と
し

て
農
民
か
ら

の
多
く
の
歎

願
が
あ
り
ま

す
。美
濃
郡

代
や
高
木
三

家
へ
の
歎
願
に
止
ま
ら
ず
、江
戸
表
ま
で
出
か

け
て
、幕
府
に
直
接
御
普
請
を
歎
願
す
る
者

も
続
出
し
て
い
ま
し
た
。

自
普
請
が
原
則
の
社
会
に
お
い
て
、公
儀

普
請
を
実
現
す
る
た
め
に
は
度
重
な
る
歎
願

以
外
に
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、公
儀
に

お
い
て
も
普
請
目
論
見（
工
事
設
計
書
）を
作

成
す
る
た
め
に
も
、村
々
か
ら
提
出
さ
れ
る

歎
願
書
は
、村
々
の
要
求
と
他
の
村
々
と
の
利

害
関
係
を
推
量
す
る
の
に
極
め
て
有
効
な
資

料
で
し
た
。

宝
暦
三
年
の
御
手
伝
普
請
で
は
、工
事
に

先
立
ち
、私
領
役
人
達
を
笠
松
役
所
に
呼
び

だ
し
て「
水
行
普
請
存
寄
書
」の
提
出
を
命
じ

て
い
ま
す
。各
村
々
で
は
競
っ
て
各
自
で
普
請

計
画
を
た
て
絵
図
面
を
添
え
て
提
出
し
て
い

ま
す
。自
普
請
で
あ
っ
て
も
目
論
見
・
絵
図
面

を
添
え
て
役
所
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
時
代
に
お
い
て
は
、村
々
で
作
成
す

る
普
請
計
画
は
精
度
の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
と

想
像
で
き
ま
す
。

勘
定
奉
行
に
よ
る
普
請
目
論
見

御
普
請
の
着
工
は
、こ
の
よ
う
な
住
民
の
歎

願
、美
濃
郡
代
・
勘
定
奉
行
な
ど
の
上
申
に
よ

り
老
中
が
決
定
し
て
い
ま
し
た
。

普
請
の
流
れ
は
、老
中
か
ら
勘
定
奉
行
に

対
し
て
普
請
目
論
見
の
作
成
を
命
じ
る
こ
と

に
始
ま
り
、勘
定
所
に
よ
っ
て
現
地
調
査
を
実

施
後
、目
論
見
を
作
成
、老
中
へ
の
目
論
見
の

上
申
、決
定
を
経
て
、老
中
か
ら
所
定
の
目
論

見
に
よ
っ
て
施
工
す
る
こ
と
が
勘
定
奉
行
に

定
所
の
一
員

で
し
た
。
老

中
の
下
に
あ

っ
て
公
事
方

と
勝
手
方
に

分
れ
月
番
で

そ
の
任
務
に

あ
た
っ
て
い
ま

し
た
。
老
中

直
轄
で
関
八

州
を
支
配
す

る
関
東
郡
代

を
除
き
、全
国
の
郡
代
・
代
官
を
指
揮
し
て
直

轄
領
を
管
理
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
職
務
は
、年
貢
の
徴
収
・
訴
訟
な
ど
多

方
面
に
わ
た
り
ま
し
た
が
、直
轄
領
の
生
産

力
を
維
持
す
る
川
普
請
も
重
要
な
役
目
で
し

た
。こ
の
た
め
、土
木
技
術
に
優
れ
た
人
材
が

勘
定
所
役
人
と
し
て
登
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

勘
定
奉
行
に
次
ぐ
役
職
と
し
て
勘
定
吟
味

役
が
あ
り
ま
す
。紀
州
流
の
水
工
技
術
者
と

し
て
有
名
な
井
沢
弥
惣
兵
衛
為
永
も
勘
定
吟

味
役
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。

命
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

御
手
伝
普
請
の
決
定
は
、当
初
は
、勘
定
奉

行
へ
の
施
工
命
令
と
ほ
ぼ
同
時
に
行
な
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、後
年
に
な
る
に
従
い
工
事
途

中
ま
た
工
事
完
了
後
に
決
定
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。勘

定
所
の
組
織

御
手
伝
普
請
の
目
論
見
や
施
工
を
指
揮
す

る
勘
定
奉
行
は
定
員
四
名
。社
寺
奉
行
・
町
奉

行
と
共
に
訴
訟
裁
決
の
最
高
機
関
で
あ
る
評

御
手
伝
普
請
は
、江
戸
時
代
に
行
わ
れ
た

大
規
模
な
治
水
事
業
で
す
。
幕
府
が
本
来

な
す
べ
き
川
普
請
を
、大
名
が
代
わ
っ
て
実

施
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
御
手
伝
普
請
の
決

定
か
ら
計
画
、着
工
を
担
当
す
る
組
織
や

役
割
分
担
を
特
集
し
ま
す
。

第 三 編  

御
手
伝
普
請
に
お
け
る

幕
府
の
組
織
と
そ
の
役
割

歎願書（宝暦元年）（岐阜県歴史資料館蔵）

濃州勢州川通普請積絵図（岐阜県歴史資料館蔵）
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歴史ドキュメント

勘
定
所
の
定
員
は
度
々
変
化
し
一
定
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、勘
定
吟
味
役
は
お
お
む

ね
一
二
名
、そ
の
下
に
御
勘
定
が
二
百
名
程

度
、支
配
勘
定
が
七
〇
名
程
度
で
組
頭
を
筆

頭
と
し
て
御
殿
詰
・
勝
手
方
・
新
田
方
な
ど
に

分
れ
て
業
務
を
分
担
し
て
い
ま
し
た
。川
普
請

も
こ
の
よ
う
な
業
務
分
担
の
一
分
野
の
役
人

に
よ
っ
て
所
掌
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

御
勘
定
や
勘
定
組
頭
の
働
き

明
和
五
年（
一
七
六
八
）の
御
手
伝
普
請
で

は
、御
勘
定
の
稲
守
三
左
衛
門
・
倉
橋
与
四
郎

ら
が
目
論
見
の
た
め
検
分
を
命
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。享
和
元
年（
一
八
〇
一
）の
御
手
伝
普

請
で
は
、勘
定
奉
行
の
柳
生
主
膳
久
通
・
勘
定

吟
味
役
の
鈴
木
門
三
郎
・
勘
定
組
頭
の
加
藤

惣
兵
衛
・
勘
定
組
頭
の
岸
彦
十
郎
ら
が
係
り

に
任
命
さ
れ
ま
し
た
が
、下
役
人
に
よ
っ
て
普

請
目
論
見
を
さ
せ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
天
保
七
年（
一
八
三
六
）の
御
手
伝
普
請

で
は
勘
定
組
頭
の
竹
内
平
之
丞
・
勘
定
役
の

藤
原
八
三
郎
が
現
地
に
派
遣
さ
れ
普
請
目
論

見
の
た
め
検
分
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
普
請
目
論
見
の
た
め
の
現
地

検
分
は
、老
中
か
ら
勘
定
奉
行
に
命
じ
ら
れ

て
い
ま
す
が
、直
接
現
地
で
の
検
分
は
、普
請

の
規
模
に
関
係
な
く
、主
と
し
て
御
勘
定
や

勘
定
組
頭
な
ど
の
勘
定
所
役
人
に
よ
っ
て
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

美
濃
郡
代
の
役
割

美
濃
郡
代
は
、水
行
奉
行
高
木
三
家
と
と

も
に
、美
濃
に
お
け
る
治
水
事
業
の
現
地
業

務
を
主
管
し
て
い
ま
し
た
。村
々
か
ら
提
出
さ

れ
る
願
出
を
審
査
し
、自
普
請
の
許
可
を
与

え
た
り
、幕
府
へ
上
申
し
た
り
、普
請
を
直
接

行
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。こ
の
た
め
熟
練
し

た
治
水
技
術
者
の
常
駐
が
必
要
で
し
た
が
、

こ
の
任
に
あ
た
っ
た
の
が
堤
方
役
で
し
た
。堤

方
役
の
ほ
と
ん
ど
は
世
襲
で
郡
代
の
指
揮
を

受
け
、普
請
目
論
見
や
各
普
請
に
あ
た
っ
て
い

ま
し
た
。

御
手
伝
普
請
に
お
け
る
目
論
見
作
成
時
に

お
い
て
も
、美
濃
郡
代
は
そ
の
都
度
、検
分
を

命
じ
ら
れ
、勘
定
所
役
人
と
一
緒
に
検
分
を

行
い
、目
論
見
の
作
成
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

宝
暦
三
年
の
御
手
伝
普
請
に
お
い
て
、幕
府

は
、勘
定
奉
行
榊
尾
若
狭
守
の
内
申
に
よ
り

代
官
吉
田
久
左
衛
門
を
は
じ
め
、勘
定
所
の

普
請
役
元
締
萩
野
藤
八
郎
・
普
請
役
菊
地
惣

内
・
普
請
役
長
岡
文
兵
衛
ら
に
現
地
検
分
を

命
じ
ま
し
た
。

代
官
吉
田
ら
の
現
地
検
分
の
末
期
に
、出

水
に
よ
る
被
害
が
生
じ
ま
し
た
が
、こ
れ
に
対

し
て
も
幕
府
は
、勘
定
所
普
請
役
村
松
平
右

衛
門
ら
を
派
遣
し
て
検
分
さ
せ
ま
し
た
。

代
官
吉
田
ら
は
九
月
一
五
日
に
は
江
戸
に

帰
り
復
命
し
て
い
ま
す
か
ら
、現
地
調
査
期
間

は
往
復
の
旅
行

日
を
含
め
て
約

四
ヵ
月
、工
事
設

計
書
の
作
成
は
、

約
二
ヵ
月
強
で

仕
上
げ
て
い
ま

す
。勘

定
所
で
は

代
官
吉
田
ら
の
検
分
に
基
づ
い
て
普
請
目
論

見
を
作
成
し
、同
年
一
二
月
六
日
に
勘
定
奉

行
榊
尾
若
狭
守
の
名
で
も
っ
て
、老
中
に
工
事

施
行
の
上
申
を
し
て
い
ま
す
。

水
行
奉
行
高
木
三
家
の
役
割

高
木
三
家

は
、岐
阜
県
上

石
津
町
多
良

に
あ
っ
て
、寛

永
年
間
か
ら

国
役
普
請
奉

行
を
勤
め
て

い
ま
し
た
が
、

宝
永
二
年（
一
七
〇
五
）に
は
水
行
奉
行
を
命

じ
ら
れ
、三
家
が
一
年
交
替
で
木
曽
三
川
に

お
い
て
洪
水
の
流
れ
に
障
害
が
生
じ
な
い
よ

う
管
理
す
る
役
目
を
勤
め
て
き
ま
し
た
。

郡
代
と
水
行
奉
行
の
職
務
分
担
は
、平
常

時
に
お
い
て
は
、郡
代
が
堤
防
な
ど
の
施
設
を

築
造
維
持
す
る
普
請
掛
で
あ
る
こ
と
に
対
し

て
、水
行
奉
行
は
、河
川
を
監
視
し
、洪
水
が

円
滑
に
流
下
で
き
る
よ
う
河
道
を
維
持
す
る

役
目
で
し
た
。

明
和
三
年
の
国
役
普
請
に
際
し
て
、勘
定

奉
行
か
ら
高
木
三
家
に
宛
て
た
書
状
に
は

「
以
切
紙
致
啓
上
候
、・・・
木
曽
川
通
川
除
国

役
普
請
被
仰
付
候
間
、御
普
請
役
差
遣
候
ニ

付
、先
例
通
被
仰
合
、御
壱
人
宛
御
見
廻
り
、

御
家
来
を
も
折
々
為
見
廻
御
差
出
可
被
成

候
」と
あ
り
、普
請
の
都
度
、見
廻
役
を
勤
め

て
い
た
こ
と
が
判
り
ま
す
。

御
手
伝
普
請
に
お
い
て
も
職
務
内
容
は
平

岡
田
将
監
善
同 

◆
美
濃
郡
代
歴
任
表 

名
　
　
前 

在
職
期
間 

御
手
伝
普
請 

初代 歴代 

慶
長
一
七（
一
六
一
二
）〜
 

寛
永
八（
一
六
三
一
） 

岡
田
将
監
善
政 

2代 

寛
永
八（
一
六
三
一
）〜
 

万
治
三（
一
六
六
〇
） 

名
取
半
左
衛
門
長
知 

3代 

万
治
三（
一
六
六
〇
）〜
 

寛
文
七（
一
六
六
七
） 

杉
田
九
郎
兵
衛
直
昌 

4代 

寛
文
八（
一
六
六
八
）〜
 

天
和
三（
一
六
八
三
） 

甲
斐
庄
四
郎
右
衛
門
正
之 

5代 

天
和
三（
一
六
八
三
）〜
 

貞
享
二（
一
六
八
五
） 

岩
手
藤
左
衛
門
信
吉 

6代 

貞
享
二（
一
六
八
五
）〜
 

元
禄
一
二（
一
六
九
九
） 

辻
六
郎
左
衛
門
守
参 

7代 

元
禄
一
二（
一
六
九
九
）
〜
 

享
保
三（
一
七
一
八
） 

辻
甚
太
郎
守
雄 

8代 

享
保
三（
一
七
一
八
）〜
 

享
保
二
〇（
一
七
三
五
） 

井
沢
弥
惣
兵
衛
為
永 

9代 

享
保
二
〇（
一
七
三
五
）
〜
 

元
文
二（
一
七
三
七
） 

滝
川
小
右
衛
門
貞
寧 

１０代 

元
文
二（
一
七
三
七
）〜
 

延
享
三（
一
七
四
六
） 

青
木
次
郎
九
郎
安
清 

１１代 

延
享
三（
一
七
四
六
）〜
 

宝
暦
八（
一
七
五
八
） 

千
種
清
右
衛
門
直
豊 
１２代 

宝
暦
八（
一
七
五
八
）〜
 

明
和
三（
一
七
六
六
） 

千
種
六
郎
右
衛
門
惟
忠 

１３代 

明
和
三（
一
七
六
六
）〜
 

天
明
六（
一
七
八
六
） 

千
種
鉄
十
郎 

１４代 

天
明
六（
一
七
八
六
）〜
 

天
明
八（
一
七
八
八
） 

辻
六
郎
左
衛
門
富
守 

１５代 

天
明
八（
一
七
八
八
）〜
 

寛
政
三（
一
七
九
一
） 

鈴
木
門
三
郎
正
勝 

１６代 

寛
政
三（
一
七
九
一
）〜
 

寛
政
一
一（
一
七
九
九
） 

辻
甚
太
郎
守
貞 

１７代 

寛
政
一
一（
一
七
九
九
）
〜
 

文
化
二（
一
八
〇
五
） 

三
河
口
太
忠 

１８代 

文
化
三（
一
八
〇
六
）〜
 

文
化
七（
一
八
一
〇
） 

滝
川
小
右
衛
門
惟
一 

１９代 

文
化
七（
一
八
一
〇
）〜
 

文
化
一
一（
一
八
一
四
） 

松
下
内
匠
堅
徳 

２０代 

文
化
一
一（
一
八
一
四
）〜
 

文
政
一
一（
一
八
二
八
） 

野
田
斧
吉 

２１代 

文
政
一
二（
一
八
二
九
）
〜
 

天
保
六（
一
八
三
五
） 

柴
田
善
之
丞 

２２代 

天
保
七（
一
八
三
六
）〜
 

嘉
永
四（
一
八
五
一
） 

岩
田
鍬
三
郎 

２３代 

嘉
永
四（
一
八
五
一
）〜
 

慶
応
三（
一
八
六
七
） 

屋
代
増
之
助 

２４代 

慶
応
三（
一
八
六
七
）〜
 

慶
応
四（
一
八
六
八
） 

延
享
四
 

宝
暦
三
 

寛
政
元
 

※（
天
保
七
） 

文
久
元
 

文
化
一
三
 

文
政
三
 

寛
政
八
 

寛
政
一
一
 

享
和
元
・
享
和
二
 

文
化
二
 

明
和
三
・
明
和
五
 

安
永
八
・
天
明
三
 

※天保7年は普請掛を外される （岐阜県史・史料編より） 

美濃郡代笠松陣屋（役所）跡

旗本高木家陣屋跡



歴
史
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

11

常
時
の
延
長
線
に
あ
り
ま
し
た
。郡
代
が
目
論

見
作
成
や
普
請
掛
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

対
し
て
、高
木
三
家
は
、明
和
三
年
の
御
手
伝

普
請
を
除
き
、す
べ
て
が
見
廻
役
で
し
た
。

明
和
三
年
の
御
手
伝
普
請
で
は
、美
濃
郡

代
ら
は
江
戸
城
中
に
お
い
て
直
接
申
渡
し
を

受
け
て
い
ま
し
た
が
、高
木
三
家
に
対
し
て

は
、別
途
、書
面
に
よ
り
次
の
よ
う
に
申
渡
し

を
う
け
て
い
ま
す
。「
右
濃
州
・
勢
州
川
々
御
普

請
御
用
可
被
相
勤
候
、委
細
之
儀
者
、小
野
日

向
守
・
古
坂
与
七
郎
・
川
井
次
郎
兵
衛
可
被

承
合
候
、右
之
通
可
被
相
達
候
」。

勘
定
奉
行
小
野
日
向
守
は
、高
木
三
家
か

ら
の
勤
方
に
た
い
す
る
照
会
に
対
し
て
、「
此

度
は
水
行
御
普
請
無
之
間
増
人
ニ
は
及
間
敷

候
」と
、こ
の
度
は
見
廻
役
の
役
目
は
な
い
と

し
、こ
の
た
め
の
増
員
の
必
要
は
な
い
と
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、寛
政
八
年
の
御
手
伝
普
請
で
は
す

べ
て
が
水
行
普
請
で
あ
っ
た
た
め
、ま
ず
高
木

三
家
が
見
廻
り
を
命
じ
ら
れ
、次
い
で
勘
定
組

頭
ら
が
検
分
を
命
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

普
請
の
最
高
責
任
者
は
勘
定
奉
行

老
中
は
普
請
を
決
定
す
る
と
、直
接
工
事

を
担
当
す
る
普
請
掛
を
任
命
し
ま
す
が
、最

高
責
任
者
は
御
手
伝
普
請
や
公
儀
普
請
に
関

係
な
く
勘
定
奉
行
が
任
命
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、同
時
に
勘
定
吟
味
役
や
勘
定
組
頭

な
ど
を
筆
頭
に
普
請
役
な
ど
数
名
の
勘
定
所

役
人
が
普
請
掛
に
任
命
さ
れ
て
い
ま
す
。勘
定

奉
行
は
職
務
上
か
ら
在
府
の
ま
ま
指
揮
を
と

り
ま
す
か
ら
、現
地
で
の
直
接
的
な
指
揮
は

勘
定
吟
味
役
な
ど
が
行
い
ま
し
た
。

普
請
の
総
括
は
勘
定
吟
味
役
な
ど
現
地
派

遣
役
人
の
筆
頭
者
が
行
な
い
、各
工
区
に
は
幕

府
勘
定
所
役
人
と
美
濃
郡
代
配
下
の
堤
方
役

を
組
み
合
わ
せ
て
配
置
し
ま
し
た
。彼
ら
は

普
請
の
直
接
指
揮
に
当
た
っ
て
い
ま
し
た
。

美
濃
郡
代
は
、当
然
の
こ
と
と
し
て
す
べ
て

の
普
請
に
普
請
掛
と
し
て
任
命
さ
れ
て
い
ま

す
。ま
た
、高
木
三
家
が
主
と
し
て
見
廻
役
と

し
て
任
命
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
同
様
で
す
。

普
請
は
、そ
の
規
模
に
よ
っ
て
幾
つ
か
の
工

区
に
分
割
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
現

在
の
大
規
模
な
土
木
工
事
で
も
行
な
わ
れ
て

い
る
こ
と
と
同
様
で
す
。

延
享
四
年
の
御
手
伝
普
請
に
お
い
て
、美
濃

郡
代
は
高
木
三
家
と
と
も
に
普
請
見
廻
役
を

命
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。郡
代
役
所
で
は
、各
工

区
に
堤
方
役
人
な
ど
を
配
置
し
、設
計
の
指

示
や
材
料
の
受
払
い
、工
事
の
監
督
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。

宝
暦
の
御
手
伝
普
請
は
一
之
手
か
ら
四
之

手
ま
で
四
工
区
に
分
け
て
施
工
さ
れ
ま
し
た

が
、勘
定
奉
行
一
色
周
防
守
よ
り
薩
摩
藩
に

渡
さ
れ
た
指
示
文
書
に「
青
木
次
郎
九
郎
・
吉

田
久
左
衛
門
方
よ
り
御
手
伝
方
役
人
へ
も
委

細
申
談
候
筈
之
事
」と
あ
る
よ
う
に
、美
濃
郡

代
は
幕
府
方
の
工
事
監
理
者
と
し
て
重
要
な

役
目
を
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
美
濃
郡
代
は
、一
部
に
公
儀
普
請
が

含
ま
れ
て
い
た
明
和
三
年
の
御
手
伝
普
請
で

は
普
請
掛
、お
金
手
御
伝
普
請
と
な
っ
た
明
和

五
年
の
御
手
伝
普
請
で
は
、堤
方
役
が
普
請

現
場
で
丁
張
を
行
な
う
な
ど
普
請
を
直
接
担

当
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
美
濃
郡
代
は
、御
手
伝
普
請

毎
に
普
請
掛
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。た
だ

一
つ
の
例
外
は
天
保
七
年
の
御
手
伝
普
請
で
、

不
正
工
事
の
疑
い
が
あ
り
普
請
掛
を
外
さ

れ
、飛
騨
郡
代
が
代
わ
り
に
普
請
掛
を
務
め

ま
し
た
。

お
金
御
手
伝
で
も
惣
奉
行
を
任
命

御
手
伝
を
命
じ
ら
れ
た
各
藩
で
は
、本
部

と
な
る
本
小
屋
に
惣
奉
行
を
置
き
、各
工
区

に
は
出
小
屋
を
お
い
て
藩
士
を
常
駐
さ
せ
て

普
請
に
あ
た
り
ま
し
た
。薩
摩
藩
に
よ
る
宝

暦
治
水
で
は
、本
小
屋
は
養
老
町
大
牧
に
お

か
れ
て
い
た
こ
と
が
知
れ
て
い
ま
す
。

お
金
御
手
伝
へ
の
過
渡
期
に
当
た
っ
た
明
和

五
年
の
御
手
伝
に
お
い
て
は
、勘
定
奉
行
よ
り

「
小
屋
場
之
儀
、新
規
取
立
候
ニ
は
及
間
敷
候

間
、寺
院
又
は
百
姓
家
ニ
て
も
借
請
、小
屋
場

に
相
用
候
儀
勝
手
次
第
可
被
致
候
」と
小
屋

の
新
設
は
必
要
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

御
手
伝
普
請
が
完
全
に
お
金
御
手
伝
へ
と

変
質
し
た
寛
政
元
年
の
御
手
伝
普
請
以
降

は
、普
請
そ
の
も
の
が
終
っ
た
段
階
で
御
手
伝

を
命
じ
ら
れ
て
い
る
た
め
、自
藩
の
担
当
工
区

も
不
明
で
、普
請
小
屋
の
設
置
の
必
要
性
そ

の
も
の
が
存
在
し
ま

せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、

す
べ
て
の
御
手
伝
普

請
に
た
い
し
て
各
藩

毎
に
惣
奉
行
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

歴史ドキュメント

美濃郡代 

高木三家 

御手伝大名 

普請場 

勘定吟味役・勘定組頭・御勘定 

③
上
申 

②
上
申 
①
歎
願 

①
目
論
見
の 

　
作
成
を
下
命 

④
目
論
見
の
上
申 

②
目
論
見
の
作
成
を
下
命 

②
普
請
掛
を
下
命 

②
普
請
掛
を
下
命 

②
見
廻
役
を
下
命 

①
普
請
の
下
命 

①
普
請
の
下
命 

③
現
地
検
分
／
目
論
見
作
成 

③
普
請
を
担
当 

③
普
請
を
監
督 

③
見
廻 

②
見
廻
役
を
下
命 

③
見
廻 

⑤
普
請
の
決
定 

②
御
手
伝
の
下
命（
お
金
御
手
伝
） 

②
御
手
伝
の
下
命（
藩
士
現
地
派
遣
御
手
伝
） 

●歎願・上申 
●目論見の作成・決定 

●普請の実行（藩士現地派遣御手伝） 
●普請の実行（お金御手伝） 

勘定所 

幕　府 

老中 

勘定奉行 

農民など 

◆御手伝普請の流れ 

③
金
納 

③普請を担当 
　藩士を派遣 

③普請を担当 

③現地検分／ 
　目論見作成 

③普請を監督 

■
参
考
文
献

『
岐
阜
県
治
水
史
』
上
巻
　

昭
和
五
六
年
　
岐
阜
県

『
木
曽
三
川
明
和
治
水
の
概
要
』
丸
山
幸
太
郎

大牧薩摩義士役館跡

訂
正
と
お
詫
び

前
号
の
歴
史
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
（
10
頁
）

下
段
の
表
中
、和
暦「
寛
永
」は「
寛
延
」の

誤
り
で
し
た
。訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。
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TALK＆TALK

御
手
伝
普
請
の
実
情

岐
阜
女
子
大
学
地
域
文
化
研
究
所
長
　
丸
山
幸
太
郎
氏

こ
と
か
ら
見
て
低
率
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
薩

摩
藩
が
最
遠
隔
地
で
あ
る
せ
い
か
所
領
地
の

経
済
評
価
が
低
か
っ
た
せ
い
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
御
手
伝
普
請
は

次
の
よ
う
な
規
程
が
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

１．

御
手
伝
方
負
担

１．

総
工
費
の
八
割
か
そ
れ
以
上

２．

負
担
額
は
、
所
領
高
一
万
石
当
り
金

一
五
〇
〇
両
±
五
〇
〇
両

３．

そ
の
額
の
多
少
は
、
御
手
伝
大
名
の

事
情
あ
る
い
は
そ
の
御
普
請
の
規

模
に
よ
っ
て
調
整
す
る

そ
れ
で
は
、
所
領
一
万
石
と
し
た
場
合
の

年
間
の
財
政
規
模
は
、
ほ
ぼ
次
の
よ
う
で
あ

っ
た
。

一．

基
本
　
米
納
収
入
　
金
五
〇
〇
〇
両

（
五
公
五
民
で
年
貢
米
五
〇
〇
〇
石
納
入
さ
れ

た
の
を
米
一
石
金
一
両
で
売
却
し
た
と
し
て
）

一．

雑
　
運
上
金
等
　
金
一
〇
〇
〇
両

（
商
工
業
者
よ
り
の
運
上
金
等
の
納
入
分
）

計
　
金
六
〇
〇
〇
両

こ
の
財
政
収
入
か
ら
金
一
五
〇
〇
両
御
手

伝
普
請
費
を
出
す
こ
と
は
二
五
パ
ー
セ
ン
ト

木
中
の
一
部
四
六
四
〇
本
は
御
料
林
（
幕
府

持
山
）
で
伐
ら
せ
て
お
い
た
の
で
運
送
し
て

使
用
せ
よ
、
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
勘
定
帳
が
、
公
式
の
総
工
費
の
決
算

書
で
あ
り
、
幕
府
の
指
示
し
た
通
り
に
、
御

手
伝
方
は
勘
定
帳
を
作
成
し
提
出
し
た
の
で

あ
る
。

こ
の
数
字
を
見
る
限
り
、
薩
摩
藩
は
、
宝

暦
治
水
も
文
化
一
三
年
お
金
御
手
伝
も
同
率

の
負
担
割
合
で
あ
っ
た
。
文
化
一
三
年
御
手

伝
の
場
合
、
他
の
御
手
伝
大
名
の
負
担
割
合

平
均
が
一
万
石
に
一
二
八
一
両
余
で
あ
っ
た

支
出
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
大
き
な
負
担
で

あ
っ
た
。

薩
摩
藩
の
場
合
、
土
地
状
況
か
ら
年
間
総

財
政
収
入
が
金
四
〇
万
両
か
そ
れ
以
下
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
、
四
〇
万
両
と
し

た
場
合
、
宝
暦
治
水
の
勘
定
帳
高
約
七
万
七

千
両
は
約
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
。
御

手
伝
方
負
担
割
合
の
規
程
通
り
で
あ
る
。

２．

宝
暦
治
水
の
総
工
費

と
こ
ろ
が
、
宝
暦
治
水
の
実
際
の
経
費
は

ど
の
よ
う
な
額
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
総

工
費
が
実
際
い
く
ら
に
な
る
か
、
幕
府
方
も

詳
細
な
設
計
が
出
来
て
い
な
か
っ
た
こ
と
や

油
島
締
切
堤
な
ど
水
中
難
工
事
が
初
め
て
の

施
工
で
あ
り
、
予
測
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。

宝
暦
三
年
一
二
月
二
七
日
、
濃
州
・
勢

州
・
尾
州
川
々
御
普
請
御
手
伝
を
命
じ
ら
れ

た
薩
摩
藩
は
、
翌
二
八
日
、
老
中
堀
田
相
模

守
に
呼
び
出
さ
れ
、「
普
請
は
町
人
請
負
等

に
せ
ず
、
設
計
通
り
村
々
百
姓
に
命
じ
て
施

工
す
る
よ
う
に
」
と
通
達
さ
れ
た
後
、
勘
定

奉
行
一
色
周
防
守
邸
に
出
頭
し
、
幕
府
見
積

治
水
の
特
異
性

木
曽
三
川
治
水
に
お
い
て
一
六
回
実
施
さ

れ
た
御
手
伝
普
請
中
、
規
模
が
最
大
で
あ
っ

た
の
は
、
宝
暦
三
年（
一
七
五
三
）一
二
月
薩

摩
藩
が
命
じ
ら
れ
、
翌
四
年
か
ら
五
年
に
か

け
て
実
施
さ
れ
た
御
手
伝
普
請
で
あ
っ
た
。

そ
れ
を
、
以
後
、
宝
暦
治
水
と
呼
ぼ
う
。

一．

負
担
割
合

御
手
伝
大
名
の
負
担
割
合
は
、
お
金
御
手

伝
に
な
っ
て
か
ら
で
は
、
所
領
高
一
万
石
に

金
一
五
〇
〇
両
前
後
が
多
く
、
一
五
〇
〇

両
±
五
〇
〇
両
と
言
え
よ
う
。

文
化
一
三
年
四
月
、
薩
摩
藩
は
、
二
度
目

の
木
曽
三
川
御
普
請
御
手
伝
を
命
じ
ら
れ
金

七
万
七
千
余
両
の
普
請
金
納
入
を
し
て
い
る

が
、
所
領
高
七
七
万
石
か
ら
見
て
一
万
石
に

金
一
〇
〇
〇
両
の
負
担
割
合
で
あ
っ
た
。

宝
暦
治
水
完
了
時
、
薩
摩
藩
が
幕
府
に
提

出
し
た
「
勘
定
帳
」
に
よ
れ
ば
、
総
工
費
の

決
算
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

公
儀
と
は
幕
府
の
こ
と
で
あ
り
、
幕
府
は

総
工
費
の
一
七．
六
％
を
負
担
し
、
所
要
材

丸山幸太郎 氏 

丸山幸太郎氏
昭和12年8月岐阜県恵那市に生まれる。岐阜大
学史学科卒、県歴史資料館長、岐阜市明徳小学
校長を経て退職。現在岐阜女子大学文学部客員
教授、同大地域文化研究所長。池田町在住。
主な著書:「幕藩制解体過程の農村」、「古田織

部」、「日本農書全集第一期八巻」及び「同二期八
巻」、「岐阜県史」、「岐阜市史」、「揖斐川町史」、「池
田町史」、「南濃町史」、「平田町史」、「輪之内町史」、
「恵那市史」、「宮村史」、「神岡町史」、「上矢作町
史」等他、多数。
平成14年には「ぎふ観光と食文化」（岐阜県先

人顕彰研究会）を発行して注目を集める。
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２．

工
事
を
村
々
百
姓
に
さ
せ
る

（
村
・
百
姓
へ
収
入
が
多
く
入
り
お

救
い
に
な
る
）
こ
と
を
基
本
方
針

に
し
て
、
専
門
業
者
の
町
方
請
負

に
ま
か
せ
る
こ
と
を
制
御
し
た
た

め
、
効
率
的
に
進
め
難
か
っ
た
。

油
島
締
切
堤
な
ど
水
中
工
事
の
あ

る
難
工
事
計
二
五
か
所
は
、
再
三

の
出
願
で
よ
う
や
く
町
人
請
負
と

さ
れ
た
が
・
・
・
。

３．

一
挙
に
大
量
の
石
材
・
切
土
・
竹

な
ど
の
資
材
調
達
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
特
に
石
は
毎
日
三
〇
〇
〇

艘
の
船
を
頼
ん
で
運
搬
す
る
な
ど

し
て
、
巨
額
の
調
達
費
が
か
か
っ

た
。

４．
「
増
普
請
」即
ち
便
乗
の
追
加
普
請
や

増
強
普
請
が
各
所
で
命
じ
ら
れ
た
。

５．

工
事
の
進
捗
の
た
め
薩
摩
や
江
戸

か
ら
現
地
に
派
遣
さ
れ
た
藩
士
の

員
数
は
一
〇
〇
〇
人
を
越
え
た
と

見
ら
れ
る
が
一
年
ほ
ど
の
滞
在

費
・
出
張
費
は
総
計
数
万
両
要
し

た
と
見
ら
れ
る
。

６．

宝
暦
五
年
正
月
の
洪
水
な
ど
で
、

工
事
箇
所
の
い
く
つ
か
が
破
損
し
、

そ
の
修
復
費
が
か
か
っ
た
。

経
費
増
大
の
要
因
と
し
て
、
主
な
も
の
を

以
上
挙
げ
た
が
、
こ
れ
ら
の
負
担
が
全
て
御

手
伝
方
の
薩
摩
藩
に
か
か
っ
た
の
で
あ
り
、

八
〇
人
を
越
え
る
藩
士
の
自
刃
多
発
の
一
因

と
も
な
っ
た
。

宝
暦
治
水
は
、
藩
士
現
地
派
遣
御
手
伝
の

諸
問
題
を
含
む
も
の
で
、
幕
府
側
も
、
以
後

難
工
事
の
町
方
請
負
化
、
増
普
請
の
縮
減
、

工
期
の
短
縮
（
工
事
途
中
施
設
の
被
災
除
）

を
進
め
、
つ
い
に
、
藩
士
現
地
派
遣
普
請

を
停
止
し
、
お
金
御
手
伝
普
請
に
切
り
替
え

る
に
至
る
の
で
あ
る
。

明
和
三
年
御
手
伝
普
請
の
実
情

明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
は
木
曽
三
川
流

域
で
水
害
の
多
い
年
で
あ
っ
た
。
流
域
各
地

に
は
、
水
損
の
た
め
収
穫
無
し
で
年
貢
納
入

極
少
の
村
々
が
多
く
、
幕
府
は
、
村
々
か
ら

水
害
復
旧
普
請
の
要
請
を
受
け
、
同
年
国
役

普
請
で
復
旧
工
事
を
流
域
各
所
で
着
工
し
た

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
収
拾
が
つ
か
ず
、
御
手

伝
普
請
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。
翌
三
年

二
月
七
日
御
普
請
御
手
伝
が
長
州
萩
藩
（
松

平
家
実
は
毛
利
家
）
・
岩
国
藩
（
吉
川
家
）

及
び
小
浜
藩
（
酒
井
家
）
に
命
じ
ら
れ
た
。

こ
れ
を
、
以
後
、
明
和
治
水
と
呼
ぼ
う
。

１．
一
部
お
金
御
手
伝
・
工
期
短
縮

こ
の
明
和
三
年
御
手
伝
は
、
藩
士
現
地
派

遣
御
手
伝
の
最
後
の
普
請
で
あ
り
、
次
の
明

和
五
年
御
手
伝
以
後
の
お
金
御
手
伝
の
要
素

を
既
に
内
包
し
て
お
り
、
過
度
期
の
御
手
伝

普
請
と
言
え
よ
う
。
そ
の
一
つ
が
、
既
に
幕

府
が
実
施
し
工
費
の
み
納
入
す
れ
ば
よ
い
工

事
が
幾
つ
か
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

萩
藩
担
当
の
難
工
事
場
牛
牧
輪
中
閘
門
改
修

な
ど
で
あ
る
。
牛
牧
の
閘
門
は
お
そ
ら
く
前

年
か
ら
取
り
掛
か
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
よ
っ
て
工
期
が
短
縮
化
さ
れ
、
資
材

の
調
達
費
や
藩
士
滞
在
費
の
縮
減
化
が
出
来

た
の
で
あ
る
。

工
期
は
、
三
月
二
八
日
に
一
斉
に
着
工
式

を
行
っ
て
、
終
了
し
た
の
は
、
小
浜
藩
五
月

一
七
日
、
岩
国
藩
六
月
四
日
、
萩
藩
六
月
八

日
で
、
最
長
の
萩
藩
で
七
〇
日
間
で
あ
る
。

宝
暦
治
水
の
一
五
か
月
ほ
ど
と
比
較
し
て
大

幅
に
短
縮
さ
れ
て
い
る
。
勿
論
、
こ
の
工
期

の
短
縮
は
、
工
事
途
中
に
水
害
を
受
け
る
こ

と
を
避
け
よ
う
と
、
出
水
期
前
に
完
了
で
き

る
よ
う
に
幕
吏
が
追
い
立
て
、
御
手
伝
方
が

雨
天
実
行
・
昼
夜
兼
行
で
行
っ
た
こ
と
も
あ

る
。

２．
明
和
治
水
の
規
模
と
負
担

明
和
三
年
御
手
伝
は
、
工
事
場
の
あ
る
村

数
は
一
一
二
か
村
、
工
事
場
数
は
三
三
四
箇

所
で
、
宝
暦
治
水
の
九
五
か
村
・
一
八
八
箇

所
に
比
べ
て
、
工
事
場
の
あ
る
村
数
及
び
工

り
の
工
事
総
額
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
対
面
し

た
周
防
守
の
用
人
は
、「
凡
そ
一
〇
万
両
計

り
の
見
積
の
由
承
っ
た
が
、
一
四
、
一
五
万

両
に
及
ぶ
べ
き
か
」
と
い
う
漠
然
と
し
た
返

答
で
あ
っ
た
、
と
い
う
。

御
手
伝
方
へ
課
す
負
担
割
合
か
ら
言
っ
て

「
金
一
〇
万
両
計
り
の
見
積
」
と
い
う
の
は

表
面
的
に
は
全
く
規
程
に
合
致
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
そ
の
内
の
七
万
七
千
両
即
ち
総
工

費
の
七
七
パ
ー
セ
ン
ト
負
担
に
当
た
る
か
ら

で
あ
る
。
し
か
し
、
と
て
も
そ
れ
で
は
出
来

な
い
こ
と
は
総
監
督
に
当
た
る
勘
定
奉
行
一

色
周
防
守
も
分
か
っ
て
い
て
、
一
四
、
一
五

万
両
に
及
ぶ
か
と
五
割
増
程
度
の
数
字
を
示

し
た
の
で
あ
る
。

実
際
に
は
、
薩
摩
藩
が
大
坂
を
中
心
に
、

金
策
に
奔
走
し
、
国
元
や
江
戸
そ
の
他
か
ら

も
合
わ
せ
て
調
達
し
た
額
は
、
は
っ
き
り
し

た
分
が
三
五
万
両
を
越
え
て
い
る
。
総
額
四

〇
万
両
と
い
わ
れ
て
い
る
の
は
、
当
た
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
四
〇
万
両
と
い
う
の
は
、

所
領
高
七
七
万
石
の
薩
摩
藩
の
一
年
間
の
財

政
収
入
額
が
四
〇
万
両
前
後
で
あ
る
か
ら
、

年
間
総
予
算
に
相
当
す
る
巨
費
を
木
曽
三
川

の
治
水
に
支
出
し
た
こ
と
に
な
る
。
幕
府
は

薩
摩
藩
に
大
変
異
例
な
負
担
を
さ
せ
た
の
で

あ
る
。

な
ぜ
こ
の
よ
う
に
費
用
が
増
大
し
た
の
か

そ
の
事
由
を
拾
い
箇
条
書
に
し
よ
う
。

１．

工
事
箇
所
が
水
害
復
旧
九
五
か
村

九
八
か
所
、
抜
本
治
水
九
〇
か
所

と
膨
大
で
あ
る
の
に
一
藩
に
命
じ

ら
れ
た
。

宝暦治水目論見絵図（部分）海津市平田町長谷川千代子家蔵
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事
場
数
も
多
く
、
大
規
模
普
請
で
あ
っ
た
。

総
工
費
は
、
次
表
に
見
る
よ
う
に
三
藩
合
計

金
二
六
万
〜
三
〇
万
両
に
及
ぶ
も
の
で
あ
り

難
工
事
の
多
か
っ
た
宝
暦
治
水
に
次
ぐ
大
規

模
普
請
で
あ
っ
た
。

こ
の
表
を
み
た
人
は
い
く
つ
か
の
疑
問
を

抱
く
で
あ
ろ
う
。
先
ず
、
小
浜
藩
が
所
領
一

〇
万
石
な
の
に
負
担
が
少
な
い
こ
と
、
次
い

で
長
州
毛
利
宗
家
萩
藩
表
高
三
六
万
九
千
石

（
実
高
七
六
万
石
）
と
支
藩
吉
川
家
岩
国
藩

の
負
担
割
合
が
岩
国
に
重
く
な
っ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

小
浜
藩
の
負
担
の
少
な
い
の
は
、
毛
利
家

萩
藩
・
吉
川
家
岩
国
藩
が
外
様
大
名
で
あ
る

の
に
対
し
、
譜
代
の
酒
井
家
で
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
酒
井
家
の
工
事
場
が

小
規
模
輪
中
の
上
之
郷
輪
中
一
〇
か
村
に
限

定
さ
れ
、
出
来
栄
え
見
分
も
三
藩
中
い
ち
早

く
五
月
一
六
日
に
終
了
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
分
か
る
。
着
工
か
ら
一
か
月
半
で
あ
り
、

藩
史
上
こ
れ
と
い
っ
た
事
件
に
は
し
て
い
な

い
。
関
係
文
書
も
残
し
て
い
な
い
。

関
係
文
書
が
少
な
く
、
藩
史
上
重
大
事
扱

い
を
し
て
い
な
い
の
は
、
萩
毛
利
家
も
同
様

で
あ
る
。
一
方
、
岩
国
吉
川
家
で
は
、
普
請

に
関
す
る
こ
と
を
詳
細
に
記
録
し
、
膨
大
な

関
係
文
書
を
伝
存
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、

次
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
。

宗
藩
毛
利
家
は
、
表
高
三
六
万
九
千
石
だ

が
実
高
七
六
万
石
で
、
家
格
の
上
昇
を
願
っ

て
き
た
が
、
幕
府
は
許
さ
な
か
っ
た
。
一

方
、
岩
国
吉
川
家
は
、
宗
家
か
ら
家
来
と
し

て
扱
わ
れ
続
け
て
い
た
の
で
、
完
全
な
分
立

藩
と
し
て
扱
う
よ
う
に
家
格
の
上
昇
を
宗
家

に
も
幕
府
に
も
出
願
し
て
い
た
。
幕
府
は
宗

家
が
許
す
な
ら
よ
い
と
し
た
が
、
宗
家
毛
利

家
は
許
さ
ず
、
毛
利
家
と
吉
川
家
の
間
に
は

深
い
溝
が
出
来
て
い
た
。

こ
れ
に
は
、
吉
川
家
に
は
、
関
ヶ
原
合
戦

時
、
初
代
吉
川
広
家
が
宗
家
（
当
主
毛
利
輝

元
は
西
軍
の
盟
主
）
の
存
続
に
奔
走
し
た
と

い
う
思
い
が
あ
る
一
方
、
宗
家
で
は
、
広
家

が
家
康
に
通
じ
て
い
て
邪
魔
を
し
た
た
め
西

軍
が
勝
利
で
き
ず
所
領
を
大
幅
削
減
さ
れ
た

と
い
う
思
い
を
長
く
ひ
き
ず
っ
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。
江
戸
幕
府
は
、
吉
川
広
家
の
功
績

か
ら
、
当
初
広
家
を
長
州
・
周
防
二
国
の
当

主
に
し
よ
う
と
し
た
が
、
広
家
の
嘆
願
で
、

よ
う
や
く
毛
利
家
の
存
続
は
認
め
ら
れ
た

が
、
毛
利
家
は
、
長
府
毛
利
家
・
徳
山
毛
利

家
・
清
水
毛
利
家
を
分
家
し
、
独
立
藩
に
し

た
が
、
岩
国
吉
川
家
は
分
立
し
た
藩
扱
い
は

せ
ず
、
家
臣
家
と
し
て
、
藩
内
で
も
扱
い
続

け
て
い
た
。

明
和
三
年
御
手
伝
を
命
じ
ら
れ
た
と
き
、

岩
国
藩
当
主
吉
川
吉
五
郎
は
、
拝
命
が
予
想

さ
れ
て
い
て
国
元
か
ら
江
戸
へ
向
い
着
い
て

い
た
が
、
直
接
仰
渡
し
は
な
く
、
宗
家
の
当

主
松
平
（
毛
利
）
大
膳
大
夫
重
就
を
通
じ
て

伝
え
ら
れ
た
。
普
請
箇
所
を
示
し
た
絵
図
は

宗
家
が
手
中
に
し
て
い
て
、
工
事
場
の
分
配

は
、
宗
家
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
岩
国
藩
の
工

区
は
、
高
須
輪
中
内
村
々
及
び
難
場
大
榑
川

洗
堰
改
築
と
な
っ
た
。

明
和
治
水
全
体
で
、
最
大
の
難
工
事
は
、

全
長
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
石
堰
大
榑
川
洗
堰

の
築
造
で
あ
り
、
次
い
で
、
牛
牧
閘
門
（
逆

水
留
門
樋
）
と
高
須
輪
中
の
悪
水
を
揖
斐
川

に
吐
き
出
さ
せ
る
万
寿
圦
樋
の
改
築
で
あ
っ

た
。
こ
の
内
、
牛
牧
閘
門
は
、
幕
府
が
実
施

し
、
萩
藩
に
増
普
請
と
し
て
工
費
納
入
さ
せ

た
が
、
大
榑
川
洗
堰
と
万
寿
圦
樋
は
、
岩
国

藩
に
よ
っ
て
築
造
さ
れ
た
。
岩
国
藩
は
、
宗

藩
に
対
し
小
藩
で
あ
る
が
、
水
難
場
の
高
須

輪
中
と
洗
堰
を
割
り
当
て
ら
れ
、
工
事
の
進

捗
の
苦
労
と
小
藩
に
し
て
は
多
大
な
工
費
を

負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

三
藩
の
負
担
度
に
つ
い
て
は
、
長
州
萩
藩

が
、
二
〇
万
両
ほ
ど
で
、
最
大
で
あ
る
が
、

実
高
は
七
六
万
石
で
あ
り
、
藩
財
政
の
年
間

予
算
額
は
五
〇
万
両
ほ
ど
と
す
れ
ば
、
そ
の

内
の
四
割
ほ
ど
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
大
変

の
負
担
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
が
、
藩
史
の
上

で
は
重
大
事
に
な
っ
て
い
な
く
て
、
関
係
文

書
も
わ
ず
か
し
か
残
し
て
い
な
い
。

所
領
高
一
〇
万
石
の
小
浜
藩
酒
井
家
は
、

御
手
伝
普
請
費
は
、
多
く
見
て
最
大
二
万
両

ほ
ど
で
あ
り
、
年
間
総
予
算
額
は
六
万
両
ほ

ど
と
見
て
、
そ
の
三
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
り

大
き
な
負
担
で
は
あ
っ
た
が
、
三
藩
の
中
で

は
負
担
度
は
最
も
軽
い
と
言
え
よ
う
。

そ
れ
に
対
し
、
岩
国
藩
は
、
重
大
事
と
し

て
詳
細
な
記
録
を
多
く
伝
存
し
て
い
て
、
そ

の
と
き
の
負
債
に
官
民
共
苦
し
み
続
け
、
明

治
維
新
に
な
っ
て
も
片
付
い
て
い
な
か
っ
た

と
い
う
。
吉
川
家
史
料
中
の
「
濃
州
御
手
伝

記
」
に
、「
総
て
要
用
六
万
両
程
」
と
あ
り

年
間
予
算
額
は
四
万
両
程
と
す
れ
ば
、
そ
の

一
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
程
と
な
り
、
未
曾
有
の

財
政
打
撃
を
受
け
た
と
言
え
よ
う
。

御 手 伝 藩  
所領高 

長州萩 
36.9万石 

（実質76万石） 

岩　国 
6万石 

220 
（800人） 

55 
（159人） 
（難工事大榑川洗堰改築を含む） 

20 
（140人） 

295 
（1100人） 

20万 

4～6万 

2万 

28万前後か 

小　浜 
10万石 

計 

79 

22 

10 

111 

工事場の 
ある村数 

工 事 数  
派遣藩士数 

概 工 費  
推定（両） 

大榑川洗堰図
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弊誌では、読者のみなさんの声で構成する

コーナーを企画しています。身近でおこった出

来事、地域の情報などをお知らせ下さい。

今号の編集にあたって、岐阜県可児市の皆様

及び、丸山幸太郎氏にご協力いただきありがと

うございました。お礼申し上げます。

次回は、三重県木曽岬町を特集します。ご期

待ください。

宛先 「ＫＩＳＳＯ」編集 ＦＡＸ（0567）24-5166

木曽川文庫ホームページ
http://www.kisogawa-bunko.cbr.mlit.go.jp

編 集 後 記

船
着
き
観
音
　
可
児
市

今
で
は
す
っ
か
り
穏
や
か
な
可
児
川
も
そ
の
昔
は
氾
濫
し
、

あ
た
り
一
面
が
海
の
よ
う
に
な
る
こ
と
も
た
び
た
び
で
し
た
。

船
着
き
観
音
さ
ま
が
、

広
見
地
区
の
山
岸
と
い
う
集
落
に
お
い
で
に
な
っ
た
の
も

そ
ん
な
大
雨
の
日
の
こ
と
で
し
た
。

雨
粒
は
激
し
く
川
面
を
た
た
き
、川
の
水
は
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
。

そ
ん
な
濁
流
の
な
か
、

木
の
葉
の
よ
う
に
漂
う
小
舟
を
、村
人
は
見
つ
け
ま
し
た
。

「
こ
ん
な
日
に
、舟
を
出
し
て
お
る
者
が
お
る
ぞ
。

ど
う
も
な
け
れ
ば
え
え
が
…
」

「
お
い
、変
や
ぞ
。舟
が
光
っ
と
る
」

び
っ
く
り
し
た
村
人
は
大
急
ぎ
で
船
を
出
し
、

波
間
に
見
え
隠
れ
し
て
い
る
小
舟
を
め
が
け
て
、

力
い
っ
ぱ
い
こ
ぎ
始
め
ま
し
た
。

ど
の
く
い
ら
い
た
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

や
っ
と
の
思
い
で
小
舟
に
近
づ
き
中
を
の
ぞ
い
た
と
た
ん
、

村
人
は
両
手
を
合
わ
せ
、そ
の
場
に
ひ
れ
伏
し
ま
し
た
。

「
観
音
さ
ま
や
、観
音
さ
ま
が
お
い
で
に
な
る
」

小
舟
の
な
か
に
は
、

金
色
に
光
り
輝
く
観
音
さ
ま
が
休
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
そ
う
で
す
。

「
こ
の
観
音
さ
ま
は
、わ
し
ら
を
助
け
に

き
て
く
だ
さ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
」

「
あ
り
が
た
い
、あ
り
が
た
い
、は
よ
う
お
連
れ
し
よ
う
」

村
人
は
、観
音
さ
ま
の
乗
っ
た
小
舟
を

自
分
た
ち
の
舟
に
し
っ
か
り
と
く
く
り
つ
け
、
河
岸
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

す
る
と
ど
う
で
し
ょ
う
。

雨
は
や
み
、風
は
お
さ
ま
り
、

舟
は
川
面
を
す
べ
る
よ
う
に
進
み
ま
し
た
。

そ
の
う
え
、太
陽
ま
で
顔
を
出
し
、

あ
た
り
一
面
が
ぱ
あ
っ
と
明
る
く
な
り
ま
し
た
。

な
ん
と
も
不
思
議
な
話
で
す
。

村
人
た
ち
は
さ
っ
そ
く
観
音
堂
を
建
立
し
、

観
音
さ
ま
を
お
祀
り
し
ま
し
た
。

こ
の
観
音
さ
ま
の
手
に
は
水
か
き
が
つ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

舟
や
川
で
仕
事
を
す
る
人
た
ち
が
お
参
り
に
く
る
そ
う
で
す
。

そ
し
て
、水
神
さ
ま
に
お
参
り
し
て
も
日
照
り
が
続
い
た
と
き
に

最
後
の
頼
み
と
し
て
雨
乞
い
を
お
願
い
す
る
そ
う
で
す
。

古
老
の
話
に
よ
れ
ば
、

そ
ん
な
願
い
は
通
じ
雨
を
い
た
だ
い
た
そ
う
で
す
。


